
順天堂の今を知る。
順天堂は、2018年に創立180年を迎えた、いまに繋がる日本最古の医療教育機関で、

6学部3研究科6附属病院からなる「健康総合大学・大学院大学」です。
新たな分野に果敢にチャレンジする「今の順天堂」を知ってください。

医学部・スポーツ健康科学部・医療看護学部・保健看護学部・国際教養学部・保健医療学部
順天堂大学

C O - C O R E

「CO-CORE」と書いて「コ・コア」と呼びます。
順天堂の最新の取組みを、「教育」「研究」「診療・
実践」に整理して順天堂ブランドのもとに発信。
「教育」では、教職員・学生へのインタビューやワー
クショップなどを通して、「研究」では、順天堂にお
ける様々な研究について、「診療・実践」では、医
師による最新の治療法や病院の建物や設備など
をわかりやすく紹介しています。

h t tps : / /www. j un tendo . ac . j p / co-co re /

JUNTENDO SPORTS

順天堂大学が誇る学生アスリートや指導者をはじ
め、スポーツドクターやスポーツに関わる研究者の
紹介、大学の取り組みなど、「スポーツ」を切り口に
した様々な情報を発信しています。
健康総合大学・大学院大学として長い歴史を持
つ順天堂ならではのスポーツ関連情報を、スポー
ツをする側、観る側だけでなく、支える側の視点か
らもわかりやすく伝えていきます。

h t tps : / /www. j un tendo . ac . j p / spo r t s /
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高校生の大学選びに新指針

本当の実力大学。
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〒243－0292
神奈川県厚木市下荻野1030

TEL 046－291－3002　URL https://www.kait.jp/
E-mail  kikaku@kait.jp

力と自信がつく教育で
「考え、行動する人材」を育成します。

工学部
機械工学科
機械工学科  航空宇宙学専攻
電気電子情報工学科
応用化学科

創造工学部 応用バイオ科学部 情報学部
自動車システム開発工学科
ロボット・メカトロニクス学科
ホームエレクトロニクス開発学科

応用バイオ科学科  応用バイオコース
応用バイオ科学科  生命科学コース

情報工学科
情報ネットワーク・コミュニケーション学科
情報メディア学科

健康医療科学部※1

看護学科（看護師・保健師養成課程）
管理栄養学科※2（管理栄養士養成課程）
臨床工学科（臨床工学技士養成課程）

※1 学部・学科改組再編に伴う新学部設置を計画しています。設置計画は予定であり内容は変更となる場合があります。　※2 栄養生命科学科は管理栄養学科に名称を変更します。
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「研究」とは何だろう?
・大学の研究を知ろう!
・大学の研究室ってどんな場所？

「研究」の世界をのぞいてみよう
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宇宙でもっとも激しい爆発現象
「ガンマ線バースト」とは？

私の研究室では、高エネルギー宇宙物理学の理
論研究および、観測・実験研究を行っています。

宇宙から地球へは、目に見える可視光だけでな
く、目に見えない波長の電磁波や宇宙線、ニュー
トリノ、重力波が飛んで来ます。その中で、我々
が研究しているのは、宇宙で最も劇的な爆発現象
である「ガンマ線バースト」。 電磁波の中で最も
波長の短いガンマ線が 1000 分の 1 秒～ 1000 秒と
いう、ごく短時間に観測される現象で、実は、地
球 1000 個分の質量エネルギーに相当するエネル
ギーを解放しています。

ガンマ線バーストは 1960 年代に発見されまし
たが、いまだにその正体は不明。100 億光年以上
離れた宇宙の彼方で起きることがわかっており、
現在世界中で活発に研究されています。ほかに超
新星残骸や中性子星、ブラックホールなどでも高
エネルギー天体現象が発生し、これらの現象を研
究する学問を「高エネルギー宇宙物理学」と総称
します。

世界の名だたる
観測プロジェクトに参加

ガンマ線や重力波の観測には巨大かつ高コスト
な施設と膨大な人的資源が必要で、とてもひとつ
の大学で行えるものではありません。そこで私た
ちもグローバルプロジェクトに理論担当として参

加。地上チェレンコフ線望遠鏡（CTA による超高
エネルギーガンマ線観測）、大型低温重力波望遠鏡

「KAGRA」、ガンマ線観測衛星「フェルミ」などで
得られた観測結果の理論解釈を行い、論文にまと
めています。理論担当の研究者は物理的・数学的
な計算から「こんな現象が見えるはず」と予測し、
観測担当の研究者に伝えて、自分たちの理論を検
証してもらうのですが、自分たちの科学的な「予言」
が観測で確かめられれば自分たちの理論が証明さ
れたことになります。これが理論研究の最大の醍
醐味。世の中にはさまざまな学問が存在しますが、
未来を予言できる学問など滅多にありません。

地上で天体現象を再現する
「実験室宇宙物理学」

高エネルギー天体現象は地球から遠く離れた宇
宙で起きるため、当然ながら現場まで行くことは
できません。それならば、いっそのこと地上の実
験施設で天体現象と同じ状況を創り出してはどう
か。地上なら細かな条件まで手元でコントロール
でき、天文観測とは桁違いに豊富なデータを得ら
れるのではないか――そんな考えから始まった新
しい学問分野が「実験室宇宙物理学」です。私の
研究室では、6 年前から大阪大学レーザー科学研
究所と共同で大型レーザーを用いた衝撃波の生成
実験を続けており、ガンマ線バーストや超新星残
骸といった高エネルギー天体現象でカギとなる衝
撃波での物理過程の解明にむけて、ようやく解決
すべき課題が明確になりつつあるところです。実

験では、学生が主体となって実験設備を設計・製
作し、実験にも立ち会います。若い人の発想には
ハッとさせられることが多く、今ではかなりの範
囲を学生に任せています。学生が役割分担しなが
ら実験の準備や遂行をする過程ではさまざまな議
論があり、活発なコミュニケーションの輪が拡が
ります。そこで身につく論理的思考力や物事の本
質を捉える力は、学生にとって生涯の財産となる
はずです。

大阪大学レーザー科学研究所との共同実験に備えて、学生
がCADソフトで実験設備を考案中。アルミニウムにレーザー
を照射し、衝撃波を生み出す計画だ。

ブラックホール周囲の降着円盤から放出される相対論的
ジェットがガンマ線バーストを引き起こすと考えられている。

研究対象は宇宙の彼方の爆発現象。

理論・観測・実験から事象の本質を捉えよ。

青山学院大学
理工学部　物理・数理学科
理論宇宙物理学研究室
山崎 了 教授
1999 年京都大学理学部卒業。2004 年、同大
学院理学研究科修了。博士（理学）の学位取得。
大阪大学大学院理学研究科にて、日本学術振
興会特別研究員。2005 年 11 月、広島大学大
学院理学研究科助手。2007 年 4 月、同研究科
助教。2010 年 4 月、青山学院大学理工学部准
教授。2018 年 4 月より現職。

好奇心と想像力を糧に宇宙へ、大空へ。 青山学院大学
A O Y A M A  G A K U I N  U N I V E R S I T Y

高1で出会ったガンダムが
航空宇宙工学への入り口に

高校1年のとき、ファーストガンダムを見て、
航空宇宙工学分野を志しました。高校の図書館で
『航空宇宙便覧』を読み込み、ロケットや飛行機に
ついて自分なりに調べ、夢をかなえるために受験
勉強に励みました。
私がガンダムの世界に惹かれたのは、地球～月

間に人々の生活圏がある世界が近未来に実現可能
と考えたからです。戦闘用巨大ロボットは中に乗
り込む人間の安全性が担保されないため、おそら
くファンタジーで終わるでしょう。しかし、スペー
スコロニーで人々が暮らす世界は、50年後に実現
する可能性が充分にあります。宇宙空間で人々が
暮らすためには、必ずそこへ物資を運ばなくては
なりません。そのため、輸送用ロケットの需要は
今後も高まるはずです。

航空機やロケットに
もっとも求められるものは「安全性」

研究室では、おもにジェットエンジンとロケッ
トエンジンについて研究を進めています。具体的
には、産業用エンジンのプロペラ形状などを工夫
し、空気の流れをコントロールして省エネ効率と
静音性を高めたり、ジェットエンジンの騒音発生
のメカニズムを調べたりしています。意外に知ら
れていませんが、ジェット燃料の主原料は灯油で
す。灯油は比較的燃えにくい原料ですが、安全性

を保ちながら効率よく燃焼させるにはどうすれば
いいか。そんな研究も行っています。
科研費を利用して取り組んでいるのは、シンセ

ティックジェットに関する研究です。ジェットエ
ンジンには空気を吸引する通路と噴出する通路の
2方向の通路が必要ですが、シンセティックジェッ
トなら1つの通路で吸引と噴出を交互に行い、低
コスト化につながります。1990年代から研究が始
まった分野で、実用化まであと20年はかかると
いわれる、先の長い研究です。それほど航空機や
ロケットに使われる技術は安全性が重要なのです。

恵まれた環境を活かし、
企業が求める人材へと成長

研究では実験、シミュレーション、理論の3方
法を併用。学生は4年次春から研究室に入り、実
験やシミュレーションに参加します。
例えば、ある実験には航空機の尾翼モデルが必

要です。そこで学生がCADソフトで設計し、3D
プリンターでモデルを製作。その後、実験に臨む
のですが、夏休み中には自分なりの実験ができる
までに成長します。圧力計算と速度計算を一体化
して解くPCでのシミュレーションについても同
様です。
私が学生に実験やシミュレーションを徹底して

経験させる理由は、就職後に技術職として必須の
素養だから。企業が求めるのは、CADも実験もシ
ミュレーションもできる人材。そのためには学生
時代から手を動かし、経験を積む必要があります。

さらに将来、学生が社会で活躍するためにも、
卒業研究では「1人1テーマ・2研究手法」を課
しています。有難いことに、青山学院大学は各種
実験設備が豊富。学生はこの恵まれた環境をフル
活用し、技術者として社会へ羽ばたいて欲しいと
思ってます。

機械創造工学科の大型実験施設には、風洞実験や水力発
電などの実験設備が所狭しと並ぶ。学生一人ひとりが役割
分担し、作業に余念がない。

上図：可視化実験， 中図：計算結果の温度， 下図：計
算結果の圧力。

メタンのデトネーション

デトネーションは燃焼が超音速で伝わる現象で、極超音速
機や宇宙住還機の燃焼室で高速燃焼させるためのテクノロ
ジーです。

ガンダムの世界観を実現するには？

社会が求める実践的な

技術者を養成。

青山学院大学
理工学部　機械創造工学科
ジェット推進研究室
横田和彦 教授
1993 年東京大学大学院工学系研究科航空宇宙
工学専攻博士課程修了。博士（工学）の学位取
得。1993 年、大阪大学基礎工学部機械工学科
助手。2001 年、名古屋工業大学工学部機械工
学科助教授。2007 年、同学大学院工学研究科
産業戦略工学専攻准教授。2010 年より現職。

青山学院大学理工学部の研究力。



世界も認める研究力の高さ
その秘密は、自由にテーマを選べる風土
異分野融合を進めながら超高齢社会の課題に挑む
世界トップクラスの科学誌ネイチャーが「高品質な科学論文を最も効率的に発表している大学」として日本の 1 位

（Nature Index 2018 Japan）と認めた学習院大学。世界的な注目研究者のお一人、理学部生命科学科の高島
明彦教授にお話を伺いました。

　高島先生が取り組んでいるのはアルツハイ
マー病。その原因物質が「タウ」というタン
パク質ではないかと考え、20年以上にわたっ
て研究を進めてきました。患者さんの脳では
タウが糸クズのような異常な姿になってた
まっています。なぜ糸クズ状になるのか、そ
れがどのようにして認知症状を引き起こすの
か──こうした謎に挑んできました。
　ですが、アルツハイマー病の研究として
は、タウは主流ではなかったのです。糸クズ
のほかに、患者さんの脳にはもう１つの特徴
があります。老人斑と呼ばれるシミで、その
主成分は「アミロイドβ」です。90年代中頃
からつい最近まで、研究の主流はアミロイド
βでした。ある国際学会では、アミロイドβ
の研究発表の部屋は満員なのに「タウの部屋
には10人ほどしかいなかった」と高島先生は
笑いながら振り返ります。
　主流のテーマには研究予算もたくさんつき
ます。アミロイドβを研究しようとは思わな
かったのでしょうか。「あちら（アミロイド
β）はすでに大勢の人がやっていました。私
がやる必要はないと思ったんですよ」。迷い
のない答えが返ってきました。

大きな転換期を迎えた
アルツハイマー病研究

　アルツハイマー病の研究は今、大きな転換
期を迎えています。どうやらアミロイドβは
真犯人ではなかったようなのです。アミロイ
ドβを取り除く薬が開発され、実際にその薬
のおかげで患者さんの脳からアミロイドβが
なくなったにもかかわらず、症状は進行して
いました。これでは治療薬にはなりません。

　アミロイドβの代わりに今、本命視されて
いるのが、高島先生が20年以上にわたって
研究を進めてきたタウなのです。

研究とは、
暗闇に灯りをつけるようなもの

　主流ではない研究を続けるには胆力がいり
そうです。高島先生は若いころ、先輩からこ
う言われたといいます。「科学研究というの
は、暗闇のなかに灯りをともすようなもの」。
　もとはある著名な科学者の言葉だそうです
が、「本当にその通り」と高島先生は言いま
す。「ぱっと灯りがついて、初めてそこがど
ういう場所かがわかる。パァーと次の道が開
けてくる。これを見ているのは、自分だけな
のだという、その感覚。それが研究の醍醐味
です」。

分野の違う人と話す楽しさ

　学習院大学では、文部科学省の私立大学研
究ブランディング事業に選ばれた「超高齢社
会への新たなチャレンジ」に力を入れていま
す。認知症や再生医療、がん・老化といった
生命科学系の基礎研究を中心に据え、その成
果からさらに進んでいく超高齢社会の現実的
な課題を議論する場として、法学や心理学、
経済学などの人文・社会科学系の視点を加え
た新しい学際領域「生命社会学」を創成しま
した。同じキャンパス内にすべての学部があ
ることを最大限に活かした事業です。
　この事業を通して、高島教授は法学部や文
学部の先生方とも議論をするようになりまし
た。理化学研究所や国立長寿医療研究セン

ターなど、理系研究者ばかりの組織にいた高
島先生にとっては、あまりなかった経験で
す。「これがね、本当に楽しいんですよ。予
想外の視点から質問が飛んでくる。ぱっと視
野が広がる感じを何度もしてきました」。こ
うした会話のなかから、いくつもの研究のア
イデアをもらったとも言います。
　自由に研究テーマを選べ、まったく違う分
野の人とも同じキャンパスの中で日常的に会
話を交わすことができる──学習院大学は研
究をするにはまさに理想的な環境にあるのか
もしれません。

2018年度 学習院大学研究ブランディング事業の成果（一部）

基礎教養科目「生命社会学」
毎回違う文理両分野の教員2名が同一テーマについて講義。それを聴講したうえで学生
同士で議論と発表を行う。従来とは全く違う新しい方式の授業を行っています。（写真1）

ブランディングシンポジウムの開催
年2回、学生・関係者だけでなく広く一般の人を対象に、ブランディング事業に関連す
る成果を発表。多くの方に参加いただき好評を得ています。（写真23）

2018年度実施の研究プロジェクト
「認知症で観察されるタウ凝集機構解明」「DNA損傷ストレスがゲノム不安定化を引き
起こすメカニズムの解明」「モデル生物ショウジョウバエの老化状態に認められる様々
な生理特性の解析」「四肢の関節再生を惹起するシステムの解明」ほか2 31

学習院大学研究ブランディング事業「超高齢
社会への新たなチャレンジ－文理連携型〈生
命社会学〉によるアプローチ－」は、認知症・
がん・老化・再生医療の基礎分野におけるフ
ロント研究を推進。その急速な進展に伴い生
じうる社会的諸問題と対応について、文理連
携による統合的議論を深めるための場として
学際領域〈生命社会学〉を創成、基礎教養科
目として学生の教育に供するとともに、超高
齢社会の未来に対応可能な社会基盤の整備に
向けた提言を目指します。 ●生命科学の基礎研究に基づく「健康寿命の延伸」

●文理の統合的議論による新しい学術領域
　「＜生命社会学＞の創成」

●超高齢社会の未来に対応可能な「社会基盤整備に向けた提言」

［研究ブランディング事業概念図］

生命科学研究
認知症
再生医療
がん・老化

哲学
生命倫理

心理学法的支援

健康科学
経済・経営学的
アプローチ
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環境破壊にともなう気候変動による災害の増加、解決
の道のりが長く見出せずにいる貧困や人権の問題。世界
中に存在する社会課題に対して、社会はこれまで個人～
組織のレベルで向き合い、その取り組みを続けてきました。
そんな中、近年、世界全体で力を合わせて取り組んでいこう
という社会課題解決のための目標が設定されました。それ
が通称「SDGs」と呼ばれるSustainable Development 
Goals（持続可能な開発目標）です。
「このままでは長期的に豊かな生活を続けていくことがで

きないだろうという危機感が世界中に広がってきたこと。こ
れが世界規模での目標が設定された背景にあります」

そう語るのは金沢工業大学SDGs推進センター平本督
太郎センター長。民間企業で日本政府や国連機関と社会
課題解決型ビジネスを推進するための政策立案に長く関
わり、経済産業省「BOPビジネス支援センター運営協議
会」委員、日本貿易振興機構「SDGs研究会」委員などを
務めてきた、この分野の第一人者のひとりです。
「SDGsの前身として、2000年に策定されたミレニアム

開発目標（MDGs）がありましたが、これは先進国が主導とな
り新興国や途上国向けの開発目標としてつくられたもの。し
かし2008年に起きたリーマン・ショックをきっかけに先進国
の経済が大きく後退、先進国が必ずしも安定して豊かであり

続ける存在ではないことに世界中が気付き、各国の企業な
どは新興国や途上国の将来的な可能性に注目を広げるこ
ととなりました。また同じ頃は世界の首脳が集まっていた場
がG7からG20として新興国等を加えた20か国に広がるな
ど、世界の構図は先進国を中心としたものから、新興国や途
上国を中心としたものに変化していったのです」

こういった背景を受け、先進国だけが主導するのではな
く新興国や途上国を巻き込みながら、世界全体で地球の
将来について考えていこうという流れが生まれてきました。
先進国や一部の有識者だけで決定するのではなく、オン
ライン上で約1000万人以上が参加するなど、世界中の
人々がオープンな場所で議論しながらつくられたSDGsの
特徴はここに理由があります。SDGsが設定する17の目標
と169のターゲットは、言わば「世界のみんなでつくった目
標」です。誰かが勝手に決めた目標、誰かに押し付けられる
ゴールではないから、近年、世界の全員が積極的に参加す
る形でSDGsに関する取り組みが活発に行われているのだ
と言えるでしょう。

「競争」から「共創」への転換が
SDGsを達成するカギとなる

「SDGsに沿った活動を行う中で重要視されているポイ

世界中で全員参加の
社会変革が始まっています。
金沢工業大学
SDGs推進センター

平本督太郎 センター長

SDGsの第一人者・平本督太郎センター長に聞く
これからの世界を描き出すSDGsの目的と意義とは
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ントがあります。それが『身近な問題と世界をつなげて、地球
規模で物事を考えること』『将来的な目標から逆算して、いま
何をすべきかを導き出すこと（バックキャスト）』『すべての人
が利益を得られるよう誰一人取り残さないこと』という３点で
す。世界各国の政府、自治体、企業といったあらゆる組織が
SDGsの定めた目標に向けて、2030年までに自分たちが達
成すべきゴールを宣言し、いま何をすべきかを導き出して取り
組みはじめています。これがまさにバックキャストによる活動
の進め方です。そして『誰一人取り残さない』というポイント
を実現する上で障壁となるもののひとつが、ある課題を解決
することと引き換えに新たな課題が発生してしまう『トレードオ
フ』の問題です」

たとえばひとつの企業が「環境に優しい生産方法に変え
よう」としても、その結果生産効率が下がってしまえば、その
企業は環境保護と引き換えに自身の利益を失ってしまい、
環境に優しい生産方法を継続することはできなくなってしま
います。このような「トレードオフ」の問題は社会課題に向き
合う中で多く存在していますが、その障壁を乗り越えるため
に必要となるのがSDGsのめざしている、「競争社会」から
共に創造する「共創社会」への転換、という考え方。ひとつ
の組織だけで取り組むのではなく、いくつもの組織で連携を
取りながら、皆で新しい価値をつくったり、いまある価値を膨

らませたりして、その価値を分配していく。ひとつの価値を
競争して奪い合うのではなく、皆が共に価値を得られる状
況をつくりながら社会課題の解決にもつなげていく。こう
いった「共創社会」をつくることがSDGsの進展に必要と
なるのです。

ただしSDGsは2030年の実現をめざした目標であり、す
でに世界ではその先の目標に関する議論もはじまっていま
す。そして次の目標期限となる2045年は、人工知能（AI）
が人間の能力を超えるとされる「シンギュラリティ（技術的
特異点）」を迎える年とされています。おそらく社会や産業
の構造は劇的に変化を迎えることとなるでしょう。
「いま掲げられているSDGsの目標実現に向けて取り組

むことはもちろん重要ですが、一方で、めざす目標を皆で決
めていく世界の在り方、世界の人々が積極的に目標に向
き合いながら皆がメリットを得られる取り組みの手法をつく
ることができれば、2030年以降に時代が大きく変化したと
しても、世界は『共創』を大切にしながら引き続き幸せな世
界をめざすことができるでしょう。先進国や一部の有識者が
主導して策定したミレニアム開発目標（MDGs）から、世界
の人々が皆で作成したSDGsの誕生、そしてその実現をめ
ざしている現在までの過程は、こういった未来の世界の基
盤をつくるための道のりだと言えるかもしれません」

「Sustainable Development Goals」　SDGsとは――

SDGs（エス・ディー・ジーズ）とは、「Sustainable 
Development Goals」の略称で、「持続可能な
開発目標」を意味します。これは人間だけでなく地
球全体を未来にわたって永続的に繁栄させるた
めに、私たちがどのように行動し考えればいいかを
示したもので、大きな17の目標と、より細かく具体
的な目標を示した169のターゲットから成り立って

います。2015年にニューヨーク国連本部で開催
された『国連持続可能な開発サミット』において、
2016年から2030年までの国際目標として150
以上の国連加盟国首脳の参加のもと制定され、
2016年からスタートしました。地球上の誰一人取
り残さない（leave no one behind）取り組みとし
て設定されており、途上国の貧困等を中心とした

経済的課題だけでなく、環境保護や人権、教育、
健康の問題など、世界が抱える現代の課題に対
して、先進国・途上国といった国の垣根、政府・企
業といった組織の垣根を越えて、世界の人々が手
を取り合って取り組むものとされています。日本で
も政府だけでなく、自治体や企業、学校など多くの
フィールドで積極的な活動が進められています。
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「共創社会」を実現するための
これからの教育の在り方とは

これからどのような世界にしていきたいのかを、世界中の
人々と一緒に考えて、目標として決定する。その目標を実現
するために、誰一人取り残すことなく皆がメリットを得られる
方法をつくりだしていく。SDGsが掲げる「共創社会」とは、
これまで理想とされながらも、なかなか実現に至らなかった
新しい世界の姿です。そして、この世界を実現するために
必要なのが、人々の考え方の転換と新しい知識・スキルの
習得。そのために大切なのが「教育」であると、平本先生は
話します。
「SDGsにおいても、何も考えずに目標実現をめざすだけ

では活動は長続きしません。なぜこの目標をめざすのか？と
いう理由を理解し、そこに納得していなければ人々は積極
的に活動しません。日本でも2020年から学習指導要領が
変更され、SDGsの要素が教育の中に盛り込まれることと
なりましたが、すでに諸外国ではこのような『なぜ』を大切に
して社会の物事に疑問を持ち、問題の本質を見極める素
養を育む教育が進められています。なぜ社会課題が生まれ
ているのかを知り、なぜ問題解決をする必要があるかを考
え、その『なぜ』を多くの人に理解・共感してもらうことで社
会を巻き込んだ大きな活動を実現することができる。『共創

社会』を実現するには、このような能力を身につけることが
必要となってくるでしょう」

その教育方法のひとつとして挙げられるのが、生徒自身
が学びたいこと見つけ、生徒自身で教材を制作して、自分
たちで学びながら、生徒同士で教え合うというもの。平本先
生は小・中学校などの教育現場と話をしながら、新しい教
育方法の確立にも注力しています。
「たとえばそのひとつにゲームを使った方法があります。

学校に行ってずっとゲームをしていれば能力が伸びる、と
なれば生徒たちも喜びますよね。ただし自分たちでゲーム
をつくるには、めざす目標の設定、皆が公平に参加できる
ルールづくり、そのうえで堅苦しくなくて積極的に参加し
たくなるゲームとしての楽しさなどを考えなくてはいけませ
ん。これはまさに『共創社会』を実現するための能力に直
結するものです」

金沢工業大学の学生プロジェクト「SDGs  G loba l 
Youth Innovators」が2018年に制作したSDGsを学ぶ
ためのカードゲーム「THE SDGs アクションカードゲーム 
X（クロス）」（詳細別掲）は、まさにこの話を象徴するもの。
ゲームを通してSDGsについて理解を深め、「共創社会」を
つくるための能力を身につけるという内容ですが、そこでは
皆が公平に参加できるルールと、積極的に参加したくなる
楽しさも欠かさずに実現されています。

「競争社会」から「共創社会」へと移り変わる時代に
求められる新しい人財の姿とは

▲ドイツ・ボンで開催された国連主催のSDGsイベント「Global Festival of ACTION」
にブースを出展。世界中から集まった参加者に学生自らゲームを紹介し、体感しても
らった。今後は各地での周知活動に加え、年齢、地域、企業ごとに合わせたバージョン
の制作にも取り掛かる予定としています。

金沢工業大学の学生30名が所属する学生プロジェクト「SDGs 
Global Youth Innovators」が、楽しみながらSDGsについて知って
もらい、アイデアを創出し、一人ひとりの行動につながればという思
いのもと開発したのが、「THE SDGs アクションカードゲーム X（ク
ロス）」です。ゲームは、ある社会課題を解決することで新たな課題
が生まれる「トレードオフ」をテーマとしたもので、課題となるトレードオ
フカードと、「AI」「飛行機」「ダンス」といった課題解決に活用できる
多様なリソースカードの2種類が用意されており、場に提示されたト
レードオフカードの課題に対して、手札のリソースカードを使いながら
チームで課題解決のアイデアを創造するというもの。
（株）リバースプロジェクトのデザイン協力を受け、2018年以降

はSDGs推進センターWebサイトからダウンロードできる形として
いたが、合わせてクラウドファンディングによる資金集めを行い、
2019年5月に商品化を実現。教育現場で教材として活用される
だけでなく、民間企業・自治体や教育機関のSDGs研修用ツール
として採用される事例も増えています。また同年5月にはドイツで
開催された国連主催の国際イベントにブースを設置し、世界各国
からの参加者にゲームを紹介。幼稚園～大学まで幅広い教育
機関の他、自治体、企業などからゲームへの問い合わせが届いて
いる状況で、プロジェクトメンバーはゲームを体感してもらうワーク
ショップ開催のため、日本全国を奔走しています。

SDGsカードゲームを学生プロジェクトが産学共同で開発。
国連主催のSDGsイベントなど、グローバルに周知活動を展開
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「小・中学生くらいの生徒たちも、ゲームを楽しみたいとな
ると自然と世界や社会の問題について関心を持ちはじめる
んです。急に家で勉強するようになった、と先生やご両親か
ら驚かれますね（笑）」
もちろん金沢工業大学においても、SDGsの要素を取り
入れた「共創社会」実現のための能力を育成する教育が
進められています。その代表と言えるのが、問題発見から解
決にいたる過程・方法をチームで実践しながら学ぶ、全学
生必修の「プロジェクトデザイン」。金沢工業大学が独自に
展開している教育方法です。
『プロジェクトデザイン』は近隣自治体の課題について、
研究を通して解決していくという内容ですが、以前は金沢
市等の自治体から問題提起を受けてその解決方法を探
り、提案して実現をめざす問題解決を軸としたものでした。
しかし現在では、近隣自治体が将来的にどのような地域に
なりたいのかという未来像を一緒に描くところからはじまり、
そのために解決すべき課題を発見する問題発見を軸とした
要素を強めています。１～４年次まで通して行う授業なので
すが、特に前期の半年間で提案内容を考え、後期の半年
間でアイデアを具体化して実験し、提案がユーザーの求め
ているものなのか検証・評価する2年次の１年間で、学生た
ちの力は見違えるように伸びていきますよ」

一人ひとりの想いが世界を変える
SDGsとはその行動を応援するもの

「いま私が注力しているのが、若者の能力をいかに引き
出すか、そして若者の積極的な活動を評価する大人たち
を集めることで彼らの活動の影響力をどのように増してい

くかということ。具体的には2030年に小・中・高校生と
産業界の第一線で活躍する企業家が協力して設立した
ジョイントベンチャー（複数企業が共同で立ち上げる新
規事業）100社を世界に向けて紹介したい。そのための
土壌を日本につくりあげることが現在の目標です」
2018年には、第1回「ジャパンSDGsアワード」と

「SDGsビジネスアワード」の受賞団体を中心に、SDGsに
先進的に取り組む組織を集めた「ジャパンSDGsサミット」を
SDGs推進センターが中心となって、金沢工業大学白山麓
キャンパスで開催。そこでも企業や組織の大人たちと肩を
並べて小・中・高・大学生たちがプレゼンテーションやワーク
ショップを実施。社会課題解決の第一線に立つ大人たちに
とっても刺激的な内容であり「大人たちのプレゼンテーショ
ンを聞くより面白かった！」という声もあがったという。
「SDGsというと堅苦しい言葉に聞こえますが、その根底
には、自分たちが正しいと思うこと、将来こういう世界にし
ていきたいという理想を一人ひとりが社会に向けて発信し
ていこう、という精神があります。そしてそういった姿勢を、
国連や世界が後押ししてくれているのだと考えてみてくださ
い。これがSDGsのいちばん大切なところです。いままでの
常識や過去事例に縛られず、新しい考え方や社会の在り
方を築き上げていくには、若い人たちの力は欠かせません
し、新たな社会をつくるための可能性をもっとも持っている
のが若い人たちなのです。身近な問題を世界規模で考えな
がら、多くの人と協調して、誰一人取り残すことなく自分た
ちの未来を切り拓いていく。そういう人材はどんどん世界を
舞台に活躍していけるでしょうし、そういう人材が増えること
で、世界は明らかに幸せなものとなっていくはずです」

「競争」する力ではなく
「共創」する力が
今、世界で高く評価されています

慶応義塾大学大学院政策メディア研
究科修士課程、メディアデザイン研究
科博士課程修了。2016年末まで（株）
野村総合研究所で経営コンサルタント
として活躍。日本政府・国連機関等と
社会課題解決型ビジネスの推進に関
する政策立案を行うとともに、民間企
業に向けた事業創造支援を行い、その
実績により社長賞を受賞。2016年、
金沢工業大学講師に就任し、2018年
より現職。経営情報学科准教授を兼
任。同大学の第1回「ジャパンSDGs
アワード」内閣官房長官賞受賞、会宝
産業（株）の同アワード第2回外務大
臣賞受賞に貢献するほか、経済産業省
「BOPビジネス支援センター運営協議
会」委員、日本貿易振興機構「SDGs
研究会」委員、白山市「SDGs推進本
部アドバイザリーボード」座長等、政府・
自治体の委員を歴任。

平本督太郎 センター長



全学を挙げた「禅」研究により、現代社会に新たな提言を！
駒澤大学の「禅ブランディング事業」

――	禅ブランディング事業について、具体的にど

のように進めておられますか？

角田「曹洞宗の歴史と思想、坐禅作法を研究

する『曹洞禅とその源流研究チーム』。文学や

芸能、美術などへの禅の影響を研究する『禅

の受容と展開研究チーム』。坐禅が人の体と

心にもたらす影響・効果を研究する『禅による

人の体と心研究チーム』。禅が現代社会に与

える影響を研究する『禅と現代社会研究チー

ム』。以上4つの研究チームに全学部の教員数

十名が分かれて所属し、それぞれに研究を推

進。その成果を『世界発信チーム』がWEBサイ

トなどを中心に発信しています。」

――	まさに全学を挙げての取り組みであることが

伝わってきます。それにしても古くから存在す

る「禅」が、21世紀の社会で求められている

理由とは何でしょうか？

角田「私は普段から仏教学部で曹洞宗に関する研

究に携わっており、『曹洞禅とその源流研究チー

ム』のリーダーを務めています。近年、改めて禅が

社会の注目を集めているのは、ストレス社会の中で

人々のストレスを低減する方法が強く求められてい

るためだと思います。例えば、ストレス対処法として

知られるマインドフルネスは、1970年代の米国で

曹洞宗の坐禅にヒントを得て生まれました。また、米

国アップル社の創業者である故スティーブ・ジョブ

ズ氏は若い頃にインドで仏教に出会い、その後米

国で禅センターに通い、本学卒業生である乙川弘

文老師に師事したことが有名です」

各務「私はグローバル・メディア・スタディーズ学

部でグローバル企業の経営戦略について研究

していますが、情報過多・急激な技術革新・急

速なグローバル化など、働く人の集中力が散漫

になる環境が年々強まっていると感じます。グー

グルやインテルなどシリコンバレーの名だたる

企業が競ってマインドフルネスを採り入れたの

も、オフィスの中で精神集中する時間をわずか

1592年、曹洞宗の古刹「吉祥寺」内に作られた「学林」を起源とする駒澤大学。平成28年度文部科学省の私立大学研究ブランディング

事業では、「『禅と心』研究の学際的国際的拠点づくりとブランド化事業」を掲げ、採択を受けました。禅の研究を通じて、現代人が抱える

「心」の問題に取り組み、新たな提言を行うこと。禅を超領域的に研究することで新たな視座を獲得すること。そして坐禅が身心に与える

影響を科学的に検証することを目標に取り組んでいます。

なぜ今、
「禅」が求められるのか

名
古 

安
伸 

准
教
授

角
田 

泰
隆 

教
授

各
務 

洋
子 

教
授

駒澤大学
仏教学部　禅学科

角田 泰隆 教授

駒澤大学仏教学部禅学科卒業、同大学院人文科学研究
科仏教学専攻修士課程修了、同博士課程満期退学。大本
山永平寺安居。曹洞宗宗学研究所所員・主任を経て、駒澤
短期大学仏教科講師、同助教授、教授。駒澤大学仏教学
部禅学科に移籍。現在、駒澤大学仏教学部禅学科教授。

でも持つことで、働く意欲やアイデアが生まれ

やすいことに気付いたからだと思います」

名古「私は普段は医療健康科学部で診療放射

線技師の養成に携わっており、『禅による人の

体と心研究チーム』のリーダーを務めていま

す。坐禅の効果を科学的に捉える方法には脳

波測定やMRI(磁気共鳴画像法)があり、脳波

測定に関しては本学の文学部心理学科の先行

研究があります」

角田「実は私も以前に坐禅中の脳波測定をして

もらったのですが、体によいα波が多く検出され

ました。精神を安定させる脳内物質セロトニンの

増加も確認され、これが薬に頼らないうつ病治

療につながる可能性もあると医学研究者からお

聞きしています。従来、坐禅の効果は体験的に

語られることが多かったのですが、科学的に立

証できる時代になってきました」

――	一般的に、「禅」と言われて思い浮かぶのは

坐禅ではないでしょうか。改めて坐禅の意義

について教えていただけますか？

角田「ここまで禅のストレス低減効果について

お話してきましたが、本来、坐禅は“目的を持た

ずに坐る”“無条件にただ坐る”ことに意義があ

るのですよ」

各務「そこを理解していただければ、多くのビジ

ネスパーソンが救われますね（笑）。常にロジック

を組み立てて対応するのがビジネスですが、世

の中にはロジックだけで対応できないこともたく

さん存在します。そんなとき、坐禅を通してビジ

ネスを忘れることで、かえって次の展開が見える

ことがあるのかもしれません。“目的を持たない

時間に価値を見出した”とも考えられますね。禅

がシリコンバレーの人々に支持された理由はこ

の辺りにあるのではないでしょうか」

――	ブランディング事業の成果について教え

てください。

各務「研究成果の発表の場としてWEBサイト 

https://www.komazawa-u.ac.jp/zen-

branding/ を設け、研究活動が進むたびにコ

ンテンツを順次アップしています。2018年度だ

けでも『禅の国際化』講演会、『禅の歴史』連続

講座、『禅と心』研究シンポジウム、そして坐禅

会など、さまざまなイベントを精力的に開催し、ポ

スター、インスタグラムなどで告知しています」

角田「ブランディング事業のキャッチコピーは

“ZEN,KOMAZAWA,1592”。この活動を本学

の学生はもちろん、広く世の中に知っていただきた

いです。仏教学部の学生はみな知っていることで

すが、本学が曹洞宗と深く関わる大学であること

は意外に知られていません。ちなみに全学部で1

年次必修科目となっている『仏教と人間』では、仏

教と禅の基礎的な知識を学ぶことができます。こ

れを受講すれば、ジョブズ氏があれほど禅に傾倒

した理由もおわかりいただけると思います」

――	高校生に向けてメッセージをお願いします。

角田「駒澤大学は国内最大級の仏教研究・教

育機関です。図書館の蔵書は約120万冊に上

り、仏教書のコレクションは全国有数。禅関連の

蔵書数は世界一でしょう。さらに仏教関連だけ

で24名の教員が在籍するのも本学ならでは。人

生には一本貫いた“筋”が必要です。仏教を学

ぶことで“筋”が身に付くはずです」

名古「私の学部の学生はみな、診療放射線技

師を目指しています。診療放射線技師の養成校

は全国に51校ありますが、仏教と禅の心を学べ

るのは駒澤大学だけ。私自身も本学の出身で、

卒業後に長く大学病院に勤務しました。医療の

現場には心も体も弱った方がたくさんおられま

す。そんな方 と々向き合うとき、大学時代に受け

た“心の教育”がとても役に立ちました」

各務「私の学部には将来グローバルに活躍した

い高校生が多く入学して来られます。グローバル

社会とは自分の価値観が通用しない多様な相手

とコミュニケーションしていく社会。当然ストレス

が増えますが、禅の考え方が習慣化すれば乗り

越えることができるかもしれません。さらに日本

人のオリジナリティとして禅を理解することで、多

様化する社会の中で確かなアイデンティティを持

ち続けることができるはずです」

生涯を通じて糧となる
「禅」の学び

特設サイトでの発信や
各種イベントを精力的に展開

ロジックの通用しない
場面でこそ「坐禅」が活きる

駒澤大学
グローバル・メディア・スタディーズ学部
グローバル・メディア学科

各務　洋子 教授
国際基督教大学大学院行政学研究科経営学専攻博士課
程修了、博士（学術）取得。米国系コンサルティング会社
を経て、2008年より駒澤大学グローバル・メディア・スタ
ディーズ学部教授。同学部学部長（2015年4月～2019
年3月）。2019年6月より同学学長室学長補佐。

駒澤大学
医療健康科学部　診療放射線技術科学科

名古　安伸 准教授
駒澤短期大学放射線科卒業、国際医療福祉大学大学院医
療福祉学研究科保健医療学専攻修士課程修了。
都内大学病院を経て、2009年より駒澤大学医療健康科学
部診療放射線技術科学科助教。2017年同学科准教授。



オール順天堂の“臨床力”を活用し、
新たな医療技術の早期実用化へ
世の中には実用化に至っていない優れた技術やアイデアが数多く眠っています。
これらの技術やアイデアの実用化への道を切り拓くことも、大学の大切な使命です。
この使命を果たすため、順天堂大学はオープンイノベーション「GAUDI（Global Al l iance Under the Dynamic Innovation）」を
スタート。技術やアイデアの早期実用化により、患者さんへ、ひいては社会全体への還元を目指しています。

順天堂大学のオープンイノベーション「GAUDI」

では、まず大学が技術やアイデアの開発シーズを

持つ企業や研究者と接触し、実用化の可能性が

高いシーズを発掘します。世の中に開発シーズを

持つ企業や研究者は数多く存在しますが、「研究

を進めたいが資金がない」「社会実装の方法がわ

からない」といった悩みを抱えているケースが少な

くありません。「GAUDI」はそんな企業や研究者と

ともに知財戦略を練り、資金調達を行い、研究体

制を整えて、順天堂の大規模プラットフォームを利

用した臨床試験を実現させます。その先には製品

化・事業化があるわけですが、順天堂大学ではこ

の一連の支援を革新的医療技術開発研究セン

ターにてワンストップで行います。

「順天堂大学の強みとは何か？」＿「GAUDI」を推

進する順天堂大学・革新的医療技術開発研究セ

ンター長の服部信孝教授によると、その答えは明

確です。

「順天堂の強みは“臨床力”です。大学附属の6病

院全体の病床数は3,400床以上、年間の外来患

者数は300万人超、入院患者数100万人超に上

り、大学病院としては国内トップクラスです」

さらに順天堂の「臨床力」としては、本郷・湯島地

区に位置する地の利も見逃せません。新しい医薬

品や医療機器を生み出すには企業との協働が必

要ですし、時には他大学や学外の研究機関との連

携も求められます。その点、本郷・湯島地区は大小さ

まざまな医療機器メーカーが400社以上あり、複数

の大学とも隣接しています。まさに、企業や内外の

大学の研究者が持つイノベーションのシーズを集め

るには最適な場所にあります。

革新的医療技術開発研究センターが設置され

ているのは、本郷・お茶の水キャンパスに新築され

た研究棟（A棟）の3階。学内外の開発シーズは、ま

ずここへ持ち込まれます。すぐ下の2階には、研究

戦略推進センターと臨床研究・治験センターがあ

り、隣接する順天堂医院と渡り廊下でつながってい

ます。さらに4階～12階には順天堂大学のさまざま

な講座・研究室が軒を連ねます。

研究戦略推進センターは学内の基礎研究の支

援を担当。開発シーズが臨床試験へと進めば、臨

床研究・治験センターが連携し、隣接する病院を

使って一気に試験を進めることができます。

さらに特徴的な点は、学外のエキスパートが複数

参加し、協力しながら開発支援を進めること。その

顔触れは、知的財産に詳しい国際特許事務所、臨

床試験を支援する企業、資金調達やマーケティング

を担当するコンサルティング企業など。

「学外のリソースを活用してフルサービスを提供す

る形は、従来の大学内オープンイノベーションには

なかった取り組みです」

「GAUDI」は現在、試験的な運用を行っている段

階ですが、すでに医療機器や再生医療等製品の研

究開発案件の支援が始まっています。さらに時代の

先端を行くAIなどの相談にも対応しています。

現在、「GAUDI」が相談を受けている企業の中

には、AIを組み込んで病院の機能を向上させるアプ

リケーションを開発する企業もあります。あくまでも

想定段階の案件ですが、例えば、病棟で患者さん

のベッドの下にセンサーを設置し、脈拍・血圧・体温

などのバイタルデータを無線で看護師のタブレット

端末へ随時飛ばす製品があるとします。朝夕のバイ

タルチェックを効率化させ、多忙な看護師をサポート

することができますが、企業が病棟へ直接お話を持

ち込んでも、多忙を極める病棟ではとても対応でき

ません。その点、「GAUDI」に相談があれば必要に

応じて当センター内に病棟のセットを作り、看護師さ

んを招いてアプリケーションの機能と役割について

説明し、実際に触れることも可能です。また、アプリ

ケーションの導入効果の検証を行う上での試験デ

ザインについての議論を、事前に病棟スタッフを交

えて行うことで、現場の理解も深まり、より効果的な

検証実験が行えるはずです。

ほかにも、医療分野以外の企業から「ライフサイ

エンス分野にチャレンジしたい」という要望も届いて

います。例えば、「土いらずで野菜を栽培できる農業

用フィルムを医療に転用できないか」というケースで

は、当センターに技術展示することで日々研究開発

や臨床を行う本学の医師・研究者や「GAUDI」の

協力企業・機関の目に触れる機会があります。どこ

からどんなアイデアが生まれて、どのようなイノベー

ションが起きるのか＿それは誰にもわかりません。

順天堂大学のオープンイノベーションプログラム

「GAUDI」は、2019年夏より本格的に始動を開

始。今後も世の中に眠る開発シーズを掘り起こし、

効率的に社会実装へとつなげ、研究開発の中核

拠点を目指していきます。

技術やアイデアの社会実装を目指して、
企業や研究者にワンストップの支援を提供

国内トップクラスの「臨床力」と
医療の知見が集まる「地の利」

開発シーズをスムーズに臨床試験へ。
学外のエキスパートとも連携

誰も見たことがない技術・サービスの
新たなチャレンジが始まる

順天堂大学　革新的医療技術開発研究センター長
順天堂大学　医学部長・医学研究科長 / 神経学

服部信孝 教授
1959年生まれ、医学博士
1985年順天堂大学大学院医学研究科卒、
1990～1993年 名古屋大学医学部生化学教室国内留学、
順天堂大学医学部神経学講座助手、臨床講師、助教授を経て、
2006年7月1日順天堂大学医学部神経学講座教授に就任

A棟（4階～12階） 研究室 A棟（2階） 研究戦略推進センター A棟（3階） 革新的医療技術開発研究センター

新しい研究環境（A棟）をパノラマビューで！
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ビッグデータ時代を支える
クラウドサービスメンテナンス用の
ソフトウェアを開発

情報工学部※　知能情報工学科

田村慶信 教授

※2020年4月、知識工学部から名称変更予定

人々の行 動や志 向、 社 会で機 能するシス

テムや機器、世界中の経済活動や自然界の

現 象まで、 情 報 技 術 の 発 達により、いまや

世の中のあらゆるものがデータ化されていま

す。それら「ビッグデータ」と呼ばれる巨 大

で複 雑なデータは、 人々の 行 動など機 械 的

に解 析できなかったものを解 析して予 測し、

これまでにない答えを導き出して新しい社会を

生み出す起 爆 剤になるとされています。しか

し、ビッグデータが 巨 大で複 雑なため、その

管理や解析の方法はまだ開発の途中。そん

な中で東京都市大学の田村慶信先生が開発

したのが、ビッグデータを管理する「クラウド

サービス」 の最 適なメンテナンスを実 現する

ソフトウェアです。

「ビッグデータはセキュリティ等 の 面から、

誰もが自由に使用し、改善改良することので

きるオープンソースソフトウェアで構 築された

クラウドサービスで管 理 するのが 一 般 的 に

なってきました。しかしクラウドサービスは 24

時 間 稼 働で計 画 的なメンテナンスができず、

その規模の大きさから、障害が発生すれば世

界 規 模のトラブルに波 及する危うさを秘めて

います。ビッグデータの収 集や解 析といった

技術がさらに進化していくには、そのインフラ

となるクラウドサービスの進化も欠かせないも

のとなるのです」

メンテナンス実施の最適なタイミングを検出。
次代の技術発展のためにインフラも進化する。

クラウドでのデータ保管とは、たとえばスマ

ホやパソコンではなくネットワーク上にデータを

保管するというもの。その特性上、クラウドサー

ビスは稼 働 直 後にノイズが 多く発 生してしま

い、このタイミングでメンテナンスを行うと、バ

グの発生リスクが上がり、その対策のために

メンテナンスにかかる時間と費用が上がってし

まいます。この問題を解決するために田村先

生が開 発したソフトウェアは、クラウドサービ

ス上のノイズ等を解析し、時間と費用が最も

少なくて済むメンテナンスのタイミングを検出

する機能を備えているのです。

「このソフトは今 後さらなる検 証を行って信

頼性を高め、社会での導入を進めることが目

標です。またメンテナンスの時期を測るだけで

なく、サービスの稼働率を算出する機能の開

発も並行して進めています」と語る田村先生

ですが、さらなる将来には、クラウドサービス

自身が稼働状況や管理データを深層学習し、

自分自身を自動修復するシステムの開発をめ

ざしているという。これが完成すれば、これま

で多くの人員を必要としてきたメンテナンスは

完 全に自動 化。 ネットワーク上のサービスが

自分自身のことを理解し、問題を発見し、保

守 管 理するという、SF のような未 来が 実 現

することとなります。

縦軸はコスト、横軸に時間を示した開発されたソフトウェアの画
面。線の乱れは、稼働直後のノイズを表している。

2003年鳥取大学工学研究科博士後期課程
修了。 博士（工学）。 鳥取環境大学環境情
報学部情報システム学科助手、広島工業大
学情報学部情報工学科准教授、山口大学
大学院理工学研究科准教授を経て、2017
年より現職。インド・アミティ大学名誉教授、
プロジェクトマネジメント学会理事を務める。

2008年IEEE Reliability Society Japan 
Chapter Award，2010年Research 
Leadership Award in Area of Reliability 

（ICRITO 2010）、2012年Best 
Conference Paper Award（IEEE IEEM 
2012）、2018年Best Paper Award 

（ISSAT RQD 2018）など。

東京都市大学
情報工学部 知能情報工学科　田村慶信 教授

理工学部（名称変更）
機械工学科 120 名

機械システム工学科 110 名

電気電子通信工学科 150 名

医用工学科 60 名

エネルギー化学科 75 名

原子力安全工学科 45 名

NEW  自然科学科 60 名

建築都市デザイン学部（新設）

NEW  建築学科 120 名

NEW  都市工学科 100 名

情報工学部（名称変更）
情報科学科 100 名

知能情報工学科 80 名

工学部（名称変更）
機械工学科 120 名

機械システム工学科 110 名

電気電子通信工学科 150 名

医用工学科 60 名

エネルギー化学科 75 名

原子力安全工学科 45 名

建築学科 120 名

都市工学科 100 名

知識工学部（名称変更）
情報科学科 100 名

知能情報工学科 80 名

自然科学科 60 名

理
工
学
部
に
て
新
設

新学部、新設

大学の根幹となる
工学部を改編し
新時代の学びを創出

東京都市大学では 2020年4月より、創立以来、
長きにわたり大学の根幹を担ってきた「工学部」
を改編し、「理工学部」への名称変更と「建築
都市デザイン学部」を新設。合わせて2007年
に開設した「知識工学部」を「情報工学部」
に名称変更します。学部名称と学びのフィールド
をより明確にするとともに、大学と大学院の連携
体制をより強固にすることが狙いです。

理工学部は、現・工学部の6学科と現・知識

工学部の自然科学科で構成される学部です。

近年需要の増している工学の分野と自然科学

の連携を図り、より深い学びとものづくりの素

地を育てます。

・機械工学科

・機械システム工学科

・電気電子通信工学科

・医用工学科

・エネルギー化学科

・原子力安全工学科

・自然科学科 NEW

（現：知識工学部 自然科学科）

名称変更

理工学部
（現：工学部）

建築都市デザイン学部は、より建築・都市開発に

特化した学びを推進するために、工学部から独立

して新設される学部です。よりデザイン性を求めら

れる近年の建築ニーズに応えるために、建築工学

とデザイン双方の視点を持つ人材を育成します。

・建築学科 NEW

（現：工学部 建築学科）

・都市工学科 NEW

（現：工学部 都市工学科）

新設

建築都市
デザイン学部

（現：工学部）

情報工学部は、現・知識工学部から2学科を引き継

ぐ形で設立される、情報・ITを扱う分野に特化した

学部です。近年急増しているAI・ディープラーニング、

データサイエンティストなどの需要に応えられる、これ

からの高度情報化社会に求められる人材を育てます。

・情報科学科

・知能情報工学科

名称変更

情報
工学部

（現：知識工学部）

東京都市大学では、これまでも時代に合わせて変革をしてきました。
2020年４月に未来を見据えて３学部を新設・改組します。

2 0 2 0年 4月、学部が 新加する。
S H I NKA

TOPICS



日本が世界をリードする
マイクロバブルの未知なる世界

みなさんは、「マイクロバブル」という言葉に聞き覚えは

ありますか？このマイクロバブルとは、2005年頃に日本で誕

生した比較的新しい技術で、この分野においては日本が

世界をリードしています。“汚れを吸着する”、“植物の成長

を促進する”といった、さまざまな効果的作用を世界中が

注目しています。しかし、実のところマイクロバブルの効果

発現のメカニズムそのものはいまだ解明されていません。

そこで、私たち江頭研究室では、マイクロバブル

の効果的な生成装置の開発に取り組んでいます。

未来を見据え、開発だけに留まらず、技術の応用

分野の開拓も目指しています。

微細な気泡を効率的に発生させる
究極のノズルの設計に挑む

マイクロバブルのように微細な気泡は、液体に接す

る表面積が大きくなります。そして、小さい気泡ほど浮

力も小さく、長時間にわたって液中に留まることができ

るため、水中に空気を多く含むという性質があります。

マイクロバブルの生成方法は、高圧で水に空気

を溶解させる「加圧溶解式」と、私たちが取り組ん

でいる「ノズル噴射式」の2 種類。ノズル噴射式と

は、水と空気を細いノズルの中で混合させ、乱流に

よるせん断力を利用して気泡を微細化して発生さ

せる方法です。現在はこのノズルを用いて、より微細

な気泡を効率的に生成するためのノズルの設計お

よび改良を、研究室の学生自らが行っています。

現在、「気泡を含んだ水中における音速」の現象を頼

りにノズルの改良を行っています。通常、音速とは空気中

だと毎秒340メートルで、水中になると毎秒1500メートル

と格段に速くなります。しかし、同じ水中でもそこに気泡

が加わると毎秒数10メートルとかなり遅くなります。この

現象から、ノズルからマイクロバブルを噴射する際、超音

速（音速よりも速い速度のこと）で、つまり数10メートル

毎秒で噴射できるとノズル内に圧力のとびが生じ、衝撃

波が発生します。すると、ノズルから出る気泡をその衝

撃波でつぶせば、さらに細かい泡が出るのではないか、

という仮説を立てて実験を行っている最中です。

“池の水ぜんぶキレイに!?”
「おとめが池」の水質を浄化

マイクロバブルの応用実験として池班、農業班など

に分かれ、実地調査を行っています。

農業班では、本学構内にある「おとめが池」にて

マイクロバブルを用いた水質浄化実験を行いまし

た。マイクロバブルを約3ヶ月間連続的に池の底層

に注入し、水中の酸素濃度やpH 値、汚濁物質の

濃度などの変化をモニタリング。広い範囲にわたっ

て水底の酸素不足を解消し、透明度が向上するこ

とが実験によってわかりました。

農業班においては、土、肥料、水の量など与える水

の種類以外すべて同一条件のもと、さまざまな農作物

の栽培に取り組みました。シソに関しては発芽率に大

きな違いが現れ、キュウリに関しては通常の水を与え

た場合よりも収穫量が1.6 倍に。今後は、植物の発育

にマイクロバブルの気泡が有効なのか、もしくは溶存

酸素濃度の高さが有効なのか、実証実験を通してそ

の先の謎を明らかにしたいと考えています。

水と空気だけのクリーンな技術。
「マイクロバブル」が未来を変える!?
「マイクロバブル」とは、発生時の直径が1～100マイクロメートルの超微細な気泡のこと。近年高い注目を集める、日本発の革新的技術です。
この研究分野において2019年度より科研費が採択されたのが、福岡工業大学の江頭竜准教授。まだまだ解き明かされていない未知数の分野に、    風穴を開ける日もそう遠くはないかもしれません。

マイクロバブル水を潅水したシソと、通常の水を潅水したシソでは、
発芽率に大きな違いが表れた。

1〜100マイクロメートル以下の超微細な泡を含むマイクロバブル
水は、生成直後はこんなに白濁した状態に！ 気泡は驚くほど微細。
＊１マイクロメートル＝1000分の1ミリ

自主性を尊重する江頭研究室では、学生自らアイデアを発案、
実行。機械に精通している学生も多く、実験による検証を受けて
装置の設計、改良を日々繰り返しています。

江頭研究室での実験で使用する、ノズル噴射式のマイクロバブル
生成装置。ノズル内の流れを詳細に調べるために、圧力やボイド率

（空気含有割合）を測定するための孔が複数開けられている。

通常の水を潅水したシソ マイクロバブル水を潅水したシソ

マイクロバブルの効果の原理を
解明することで、未来は変わる

現在、“空気だけ”、“水だけ”としての理論は、流

体力学として確立しています。よって、あらゆる事象

もその式を使えば、机上でのシミュレーションが可能

です。ただし、そこに気泡が入った状態、つまりは気

体と液体の混じった“気液二相流”といわれる分野

の基礎式は、いまだ確立されていません。

今後の江頭研究室の目標としては、ノズルのさらなる

改良を重ね、より微細なマイクロバブルを効率的に発生

させる理論を確立すること。マイクロバブルの効果の原

理を突き止め、基礎式を導出できれば、実験費用も抑え

られ、製品の開発費用も抑えられます。この水と空気だ

けのとてもクリーンな技術によって、農業や医療、水産業

など世界のさまざまな課題解決に役立てられる日を願

いながら、今日もこつこつと、研究を進めています。

「マイクロバブル」とは、発生時の直径が1～100マイクロメートルの超微細な気泡のこと。近年高い注目を集める、日本発の革新的技術です。
この研究分野において2019年度より科研費が採択されたのが、福岡工業大学の江頭竜准教授。まだまだ解き明かされていない未知数の分野に、    風穴を開ける日もそう遠くはないかもしれません。

福岡工業大学 工学部 知能機械工学科

江頭 竜 准教授

北海道大学工学部機械工学科卒業。九州大学大学
院工学研究科修士課程（機械工学専攻）修了。住友金
属工業株式会社（現新日鐵住金株式会社）に入社。そ
の後、北海道大学大学院に入学し、工学研究科博士
課程（機械科学専攻）を修了。株式会社スギノマシンに
て現研究に繋がる分野の業務に携わる。旭川工業高
等専門学校の准教授を経て、2014年より現職に至る。



研究力が高い大学 2019 20

大学の研究を知ろう!

大学の研究室ってどんな場所?

THRIVING RESEARCH ACTIVITIES

UNIVERSITY LABORATORY

　研究とは「物事を学問的に調べて、真実を明らかにすること」。言い換えるなら、「今まで誰も知
らなかったことを明らかにしていくこと」です。大学の教員は自分の専門分野を学生に教える「教師」
であると同時に、自身の研究テーマを追究し続ける「研究者」でもあります。多くの研究者が口を
揃えて語るのは、「世界中で誰も知らないことを、自分だけが突き止めたときの喜び」。そこには研
究者でないと得られない快感と感動があるといいます。最終的に研究者は研究の成果を論文という
かたちにまとめ、学会などで発表し、成果をアピールします。
　あなたが今、高校生で、興味のある分野が明確なら、その分野を研究する先生が在籍する大学
を選ぶという選択肢があります。それならば入学後に先生の講義や実習を受け、興味ある分野をさ
まざまな切り口から学んだり、知識や技術を深めることができます。さらに先生の研究室に入れば、
好きなだけ自分の興味を掘り下げることもできます。興味の対象はなんでもかまいません。飛行機
でもいいし、ゲームでもいい。小説でもいいし、ダイエットでもいいのです。高校生の皆さんには、
偏差値や知名度ではない、こんな大学の選び方もあることを知っていただきたいと思います。

　大学の「研究室」とは、教員と学生が一体となって研究に取り組む場です。先生が一人で黙々と研
究を続けているわけではなく、ゼミの学生が出入りし、議論や実験をしたり、論文作成の指導を受
けたりします。大学にもよりますが、学生が研究室に入るのは4年次からが一般的。大学によっては、
1年次から研究室に出入りできるプログラムを用意しているところもあります。オープンキャンパスで
研究室を公開する大学も多く、入学前に研究の雰囲気を知るまたとない機会となっています。
　文系・理系を問わず、研究には多種多様なテーマがあり、学生は教員以外にもさまざまな人と関
わります。例えば研究室の先輩である大学院生は、学生にとってもっとも身近なお手本です。研究テー
マが産学共同研究であれば、協力企業の担当者へプレゼンテーションを行ったり、議論したり、共
同でなにかを創り出すことも。また、理系では実験・実習が多く、文系ではフィールドワークを活発
に行う大学が少なくありません。実習やフィールドワークで地域社会や企業・団体などに接すること
は学生にとって得難い経験となり、人間的にも大きく成長できるチャンスです。
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　キーワードで読み解く「研究の世界」

産 学 官 連 携

斬新な研究を行い、社会に新たなイノベーション（技術革新）を起こすには、

女性の視点が欠かせないといわれています。

なぜなら、男性中心に進められてきた従来の研究方法では新しい発想が生まれづらく、これまでにない視点が必要なこと。

さらに社会の半分を占める女性のニーズを知ることが社会的イノベーションにつながりやすいからです。

政府も女性の活躍を後押しするため、2016年 4月より「女性活躍推進法」を施行。女性を取り巻く環境も変化しています。

2017年時点で研究者全体に女性が占める割合は 14.7％ですが、科研費に採択された率は全体の 20.3％。

しかも採択率は目に見えて増えており、女性研究者に対する国の期待の大きさが窺えます。

大学での研究は学内で完結するものばかりではなく、企業や他の研究機関などと密に連携することが珍しくありません。

とくに企業から大学へ委託される研究の実施数や支払われる研究資金は毎年 10％以上伸びており、

企業が大学を「知のエキスパート」と捉え、重要な研究パートナーと考えていることがわかります。

国もまた「イノベーションを起こすには、企業と大学の連携が必要」と考え、

「未来投資戦略 2017」において「2025年までに大学に対する企業の投資額を現在の 3倍とする」という目標を設定。

企業と大学が連携しやすい環境づくりを進めています。

企業の経済活動に直接結びつける産業界（産）のニーズ。基礎研究から応用研究まで、大学（学）が持つ知識と技術。

そして政府や行政機関（官）の戦略的研究支援。

三位一体の連携プロジェクトが、大学を大きく変革しようとしています。

CLOSE
UP

駒澤大学
上田秋成の俳諧研究のための資料整備と基礎的研究 022

神奈川工科大学
人間と機械が共生する社会の実現をめざして介護医療の現場で関係性の在り方を模索する

駒澤大学
大学と放射線治療機の世界トップメーカーが提携。最先端の医療機器を駆使し、エキスパートを養成

金沢工業大学
医療介護施設や企業との連携体制を通して社会が求める生活支援技術、福祉医療支援技術を創造

026

024

028

女 性 研 究 者
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上田秋成との出会いを契機に、
日本近世小説の研究者を目指す

近衞典子先生が研究しているのは、日本

近世期の小説です。中でも、悪霊やものの

けが登場する短編をまとめた『雨月物語』

で知られる江戸時代の小説家・上田秋成の

研究に力を注いでいます。

大学に入学した当初、近衞先生は「外国

の人に日本文化を教える仕事に就きたい」

と考えていたそうです。その気持ちに変化

をもたらしたのが秋成との出会いでした。

近衞先生の恩師で、江戸時代の小説家・井

原西鶴を専門に研究していた教授が、授

業で何度か秋成を話題にしたのです。特

に秋成とその妻のことに触れたエピソード

は、強く近衞先生の胸に残りました。

「妻が亡くなった後、秋成は彼女が書い

た小説を発見します。秋成はそれを清書し

てお寺に奉納したのですが、そもそも江戸

時代といえば、多くの女性は文字を知らな

い時代です。しかも秋成の妻は農家の出

身でした。『秋成は気難しい人間だといわ

れているが、実は秋成が奥さんに文字を

教えたのかもしれない。時間があったら秋

成を研究してみたいなあ』と言う教授の言

葉に、等身大の江戸の人々の姿を知りた

いと思いました」

秋成に関心を抱いた近衞先生は『雨月

物語』と並ぶ秋成の代表作『春雨物語』を

卒業論文で取り上げました。そこから、近

衞先生は秋成作品をはじめとする日本近

世小説の研究者としての道を歩み始めま

した。

近衞先生は、秋成が活躍した江戸期の

文芸についても研究を進めました。江戸時

代の特徴は文化の担い手が一般庶民にま

で広がったことです。それをもたらしたの

は印刷技術の発達です。本を一冊ずつ手

書きで写すという作業が不要となり、大量

出版の時代が誕生しました。それによって、

“笑い”を真髄とする庶民文化が、興隆を

迎えたのです。

「江戸時代に『源氏物語』や『古今和

歌集』などといった、いわゆる古典を研

究する国学が成立しました。その一方で、

“古典を笑いのめそう”という流れも生

まれ、数多くのパロディー作品が書かれ

ました。秋成もその一人で、『伊勢物語』

研究の傍ら、そのパロディーである『癇

癖談（くせものがたり）』という作品を書

いています。このように、真面目な学問と

古典を踏まえて遊ぼうという世界が、混

在・共存しているのが、江戸の文化なの�

です」

上田秋成の俳諧研究のための資料整備と基礎的研究

駒澤大学
KEYWORD 女性研究者

P43
大学情報

活動
内容

『雨月物語』で知られる江戸時代の小説家・上田秋成にスポットを当て、
江戸文芸、日本文化の独自性とリアリティーに迫る

研究費
採択

◀�左上は『雨月物語』「夢応の鯉魚」
の挿絵です。鯉に変身した僧があ
わや料理される！というところで
夢から覚める。架蔵本には、欄外に
「逃げろや逃げろ」などと江戸時
代の人の落書きがあります。
　�右下は秋成最初の小説『諸道聴
耳世間猿』（後刷）の表紙見返し。
「三番叟（さんばそう）」に見立
てられた三匹の猿がかわいいで�
しょう？

23研究力が高い大学 2019

若旦那たちが熱中した俳諧に、
江戸文化のリアリティーを垣間見る

小説家として知られる秋成は、同時に歌

人としても有名です。しかし、秋成が残した

作品は小説や和歌にとどまりません。

「多面的な貌（かたち）を有する秋成文

学の全貌解明を踏まえて、江戸文化なら

びに当時の庶民の生活を知ることで、近世

文芸の本質に迫りたい」

その一環として現在、近衞先生は科研費

を取得して、秋成の俳諧（はいかい）作品

を読み解く研究に取り組んでいます。

「俳諧とは、江戸時代に栄えた日本独自

の文学形式で、当初は『俳諧の連歌』とも

言われました。和歌は一人で詠むものです

が、連歌は一人が五七五の句を詠むと、別

の一人が七七の句をつなげて詠むという

具合に、何人かで詠み継いでいきます。俳

諧の『諧』の字は、しゃれやユーモアを意味

する『諧謔（かいぎゃく）』からきており、み

やびな和歌と違い、即興性や機知、笑い、

俗なるものを含んでいます。誰かが機知

に富んだ句を詠むと、別の誰かが『うまい

ねっ』と反応する。江戸の庶民はそんな掛

け合いを楽しんだのです」

俳諧は、商人たちのコミュニケーション

の場でも詠まれました。秋成も俳諧に熱中

した一人で、その研究の意義について、近

衞先生は次のように説明します。

「秋成は、たとえば『しのぶ恋』のテーマ

で『おもひ草くすし（医師）は物をしらぬか

な』というユーモアたっぷりの句を詠んだ

かと思えば、『さくらさくら散りて佳人の夢

に入（い）る』というような非常に幻想的な

句も詠んでいます。このように、秋成の句

は幅広いのですが、その研究は少ないの

が実情です。芭蕉とはまた違った趣のある

秋成の俳諧を研究することで、江戸の文

芸のリアリティーを多角的に探究できると

考えています」

近衞先生は現在、科研費に採択された

「上田秋成の俳諧研究のための資料整備

と基礎的研究」というテーマで、他の研究

者とともに秋成の俳諧の語釈、注解を重

ねており、その研究が日本の文化の豊か

さを示してくれることになるでしょう。

日本文化の継承・解読には、
「くずし字」を読む技能が不可欠

一方、近衞先生は、小学生から高校生を

対象とする日本近世文学会による「くずし

字」を読むための出前授業に積極的に参

加しています。明治以前の時代は普通の

人がくずし字を読み書きしていたのです

が、現在では国文学の研究者などの専門

家を除くと、読める人はほとんどいません。

「くずし字が読めなくなると、明治以前の

文化・文学を解読できなくなります」と、近

衞先生はその状況に警鐘を鳴らします。

これからの日本の文化を担うのは高校生

など若い世代。近衞先生は、「国際化の時

代だからこそ、自らの拠って立つ文化を知

ることは大切。新しい出会いに期待しなが

ら、好奇心と探究心を持って文学を楽しん

でほしい」とエールを送ります。

近衞典子 教授

お茶の水女子大学文教育学部卒業。同大学大学院修了。博士（人文科学）。お茶の水女子大学助手、昭和学院短期大学助教
授を経て駒澤大学文学部教授。主な研究テーマは上田秋成および日本近世小説の研究。著書に『上田秋成新考－くせ者の
文学－』（ぺりかん社、2016年）、『動物怪談集』（校訂代表、国書刊行会、2018年）などがある。

研究分野　■日本近世小説 ■江戸文化 ■和歌・俳諧

駒澤大学 文学部 国文学科 近衞研究室

近衞典子 教授

◀�江戸時代に建築された民家を訪れ当時の人々の
暮らしぶりに触れる。

▼�ゼミでは輪読を通じて文学作品に対する理解を深めていく。
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がん治療に不可欠にもかかわらず
技術者不足が続く放射線治療分野

日本人の2人に1人ががんになり、3人

に1人ががんで亡くなる時代。毎年がんで

命を落とす人は約36万人に上り、これは

品川区の全人口が毎年消失することに匹

敵します。若い世代にとってもがんは決し

て遠い存在ではなく、いつ身近な人がり患

するかわからない病気と言えるでしょう。

一方でがんの治療法は日々進歩してお

り、がんの部位や病巣、患者の状態などに

合わせて、手術などによる外科療法、抗が

ん剤など薬物による化学療法、そして放射

線治療による放射線療法を組み合わせた

集学的療法で臨むことが一般的です。とこ

ろが、日本は欧米に比べて放射線治療の

面で遅れを取っているのが現状です。

「その典型例が乳がん治療でしょう」と説

明するのは、駒澤大学医療健康科学部教

授の保科正夫先生です。「従来、日本では

乳がんにり患すると、乳房全体を大きく切

除する外科手術が当たり前に行われてき

ました。しかし、初期の乳がんの場合、病巣

とその周囲を取り除く部分切除術を行い、

その後に放射線治療を続けることで根治

が可能です。これなら女性が乳房を失うこ

ともなく、患者さんにとってどれほどストレ

ス軽減になるか計り知れません。日本でこ

の乳房温存療法が一般的になったのはほ

んの20年ほど前のこと。さらに放射線治

療の遅れは、放射線治療機器を扱える人

材の慢性的な不足が背景にあります」

最新の実機がつねに供給される
世界初の産学連携プロジェクト

そこで保科先生が中心となり、2018年

3月に駒澤大学が開設したのが「駒澤大学

-VARIAN放射線治療人材教育センター」

です。米国のがん治療機器メーカー・バリ

アン�メディカル�システムズ（以下、バリア

ン社）と駒澤大学が提携し、駒沢キャンパ

スに新築した「種月館」に、バリアン社の医

療用直線加速器（リニアック）と放射線治

療計画システム、放射線治療データ管理

システムの実機を設置。学部生や大学院

生が演習などでその原理や操作方法を実

践的に学べるようになりました。学生がリ

ニアックの実機に触れることができる教

育機関は国内でも数えるほど。さらにメー

カーがつねに最新の実機を導入するのは

同センターのみで、世界初の産学連携プ

ロジェクトといえます。メーカーとの交渉

をリードした保科先生は、バリアン社を選

んだ理由を次のように説明します。

「私は40数年間放射線治療に関わって

きましたが、バリアン社の製品は世界で

もっとも質が高く、安心して使えると感じ

ています。バリアン社は1948年に米国ス

タンフォード大学の科学者グループが創

業。1年目からマイクロ波発振管の開発に

成功するなど当初から高い技術力があり、

1960年代にはリニアックを開発して全

世界へ広めた実績を持っています。その

バリアン社が“日本の放射線治療の進歩や

技術者教育に役立つのなら”と最新機器

の提供を約束したのですから、面子にかけ

ても最先端の環境を整えるはずです」

臨床に出る前にあらゆる失敗を
経験させ、学生の成長を促す

このプロジェクトにバリアン社からは多

くの医療機器の投資がなされた。一方、駒

澤大学は免振設計と分厚いコンクリート

の壁に守られた「種月館」の地下1階にリ

ニアック照射室を用意。学生は必要に応じ

て教室と照射室を行き来し、実用的な学び

を重ねていくことになります。

同センターでは、他にもバーチャル放射

線治療システム「VERT」を配置。これは

放射線治療を「見える化」したもので、本

物の患者のCT画像がリアルな3Dとなっ

て大画面に映し出され、実際には目に見え

ない放射線が照射される様子を画像で確

認できます。学生は3Dグラスをかけ、リニ

アックのリモコンを操作することで、どの

ように放射線が患者の患部に照射される

▲�バリアン社の医療用直線加速器（リニアック）「TrueBeam®」を囲んで、保科先生と大学院生の演習がはじ
まる。

大学と放射線治療機の世界トップメーカーが提携。
最先端の医療機器を駆使し、エキスパートを養成

駒澤大学
KEYWORD 産学官連携

P43
大学情報

活動
内容

高エネルギー放射線を用いた演習実験や、
放射線治療装置を用いた研修会を実施

▲�バーチャル放射線治療システム「VERT」
が設置されているのは、国内で駒澤大学
のみ（2018年5月現在）。学生はリアル
な3D画像を見ながら、リニアックのリモ
コンを操作する。
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のか、またどのような方向や強度が最適な

のかを視覚的に体験し、治療をシミュレー

ションすることが可能です。

「このバーチャルシステムを使うと、臨床

で診療放射線技師が行う全ての行為を経

験することができます。ここでの目的は、

学生に思い切り失敗をしてもらうこと。就

職して臨床の現場に立つと失敗は許され

ません。ですから“学生のうちに失敗を総

ざらいせよ”と、いつも伝えています。失敗

から学ぶことは本当に多い。現場で活躍

できる人というのは、失敗事例をより多く

持っている人なんですよ」

診療放射線技師の業務には
未知の原野が広がっている

医療健康科学部診療放射線技術科学科

の卒業生は、その大多数が国家資格「診療

放射線技師」を取得し、国公立病院や大学

病院などの大規模病院に就職します。一

般的に人々が診療放射線技師と聞いて思

い浮かべるのは、「X線撮影を担当する技

術者」でしょう。しかし、実のところ診療放

射線技師が対象とする業務はX線撮影だ

けではなく、CT撮影、MRI撮影、消化管造

影検査、マンモグラフィー、そして放射線

治療や核医学検査など非常に多岐に渡り、

「未知の原野が広がっている分野」だと保

科先生は力説します。

「例えばMRI撮影では放射線を使いま

せんが、撮影で得た画像の処理を担当す

るのは診療放射線技師です。画像の重要

な箇所を強調したり浮き上がらせたりす

ることで、医師が見たときに絶対的にわか

りやすくするのは、診療放射線技師の技

量なんですよ。現在、診療放射線技師の

活躍の場はさまざまな分野に分かれてお

り、それぞれに特化した技術が必要です。

これはつまり、1つの分野が自分に合わな

くても、別の分野への方向転換が容易で、

自分が好きな分野を見つけやすいという

こと。好きな分野で知識と技術を発揮でき

れば、その仕事を一生続けたいと思うはず�

です」

診療技術系と画像情報系のコース制で
専門性を深める独自のカリキュラム

駒澤大学診療放射線技術科学科では、

多様化する診療放射線科学領域に対応す

るため、3年次より診療技術系に重点を置

いたコースと画像情報系を主にしたコー

スに分かれるコース制を採用。これは同学

ならではのカリキュラムで、専門性の高い

科目を体系的に配置しています。その結

果、4年次には卒業研究と国家試験対策に

集中でき、大学院への進学実績も毎年10

名前後に上ります。

入学したばかりの1年次には解剖学、放

射線物理学、電気工学など医学・理工学系

の基礎科目を受講し、放射線を安全に取り

扱うための基礎教育を徹底。実験や演習

も豊富で、その都度レポート提出が求めら

れるため、文系学部の学生よりも勉学で多

忙な日々を送ることになります。基礎を固

める一方、徐々に演習でX線関連の機械に

触れはじめ、やがてリニアックを利用した

演習も履修できるようになります。

「基礎科目をひととおり学び終え、測定

機器を扱うことで放射線が人体の中でど

のように拡がり、どのように減弱するのか

理解できるまでにおよそ3年弱。その間に

自分が好きな分野が見えてくるはずです」

学生と研究者やエンジニアが集う
日本の放射線治療の拠点へ

恵まれた環境を利用して国家資格を取

得し、診療放射線の専門職として働きはじ

めても、大学とのつながりは続きます。同

センターは学生のみならず、全国の医療

従事者に門戸を開いており、バリアン社の

最先端の医療機器を使ったトレーニング

を受けられる場でもあるからです。

保科先生の目標は、「このセンターを日

本の放射線治療の“サロン”にすること」。

近世ヨーロッパで資産家が自身の邸宅で

開催するサロンが科学や芸術の発展の場

となったように、同センターに診療放射線

の専門家やメーカーのエンジニアや学生

が集って情報交換し、互いに刺激し合うこ

とで技術の発展に役立てたいという構想

です。

「実はこれは駒澤大学だからできること

なんです。あらゆる人と情報が集まる東京

に位置し、しかも交通至便な立地にある。

さらに私立大学ならではの研究や設備の

自由度も見逃せません。高校生の皆さん

にはぜひ、この恵まれた環境を活かして放

射線治療のエキスパートとなり、病で苦し

む患者さんに貢献できる人材になってい

ただきたいですね」

研究分野　■放射線治療技術 ■放射線計測

VARIAN放射線治療人材教育センター

保科正夫 教授

駒澤大学 医療健康科学部 診療放射線技術科学科 保科正夫 教授

東京都立診療放射線技師学校（現・首都大学東京）、東京理科大学理工学部卒業。東京医科歯科大学医学系研究科博士課
程修了。群馬県立県民健康科学大学教授就任。現在、駒澤大学医療健康科学部教授。専門は放射線治療技術学。

▲�学生は臨床前に多くのシミュレーションを繰
り返し経験する。
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人間の作業を代行するだけでなく
自律的に活動できるロボットとして

介護医療の現場で職員や介護対象者を

助けるロボットというと、どのような役割が

思い浮かぶでしょうか。往々にしてロボット

に人を助けるための機能を付けて、あくま

で人のサポートを行う、作業を代行しても

らうというイメージが湧いてきますが、「人

間と機械の共生」を研究の大きなテーマと

する神奈川工科大学の三枝亮先生が描く

ビジョンはそれとは少し異なります。

「単なる人間の道具として機械が存在す

るのではなく、人間と機械が共生するとい

う状況をつくり出すには、人間と機械がそ

れぞれ影響し合い、より高め合うという関

係性が求められます。現在のように人間が

機械に物事を教えるだけでなく、機械から

人間が物事を学んでいく未来を描いてい

く。それによって人間は次のステージへと

進歩し、社会はより豊かなものになるだろ

うと考えています」

三枝先生が手掛ける介護医療コンシェ

ルジュロボットは、夜間には施設内や居室

を巡回して施設全体を見守り、昼間には介

護対象者の近くに寄り添い声をかけなが

ら、手を繋いでバイタルサインを計測しつ

つ、リハビリの支援をする。従来の単純な

移動巡回や薬物搬送を行うロボットとは違

い、自律性が高く、対人的な応答性を備え

たことによる高いコミュニケーション力が

大きな特徴となっています。

「現場の業務負担をより効果的に軽減す

ること、介護対象者の日常を活性化して生

活の質を向上させることが目的です。その

ためには、ロボットはこれまでの『道具』と

いう枠を越えて、人間から教わることに加

えて自律的に学ぶこと、そして人間に対し

て何かを教えていける存在になることが

必要だったのです」

多面的に介護医療を支援する
コンシェルジュロボットの機能

三枝先生が手掛ける介護医療コンシェ

ルジュロボットの研究開発は、３つの大学、

１つの研究所、９つの企業、５つの施設、１

つの省庁が関わる非常に大規模な産学

官連携のプロジェクトであり、研究はター

ゲットによる切り分けを軸に、大きく３つの

テーマが存在しています。

ひとつめが「バリアフリーな見守りロ

ボットの開発」。これは介護医療コンシェル

ジュロボットのベースとも言えるもので、

日本で初めて接触を感知する柔軟外装で

全体を覆ったロボットを開発。この技術は

国際特許を取得しています。

柔軟外装を使用することで、高齢者、障

がい者、子供でも安心して触ることができ、

「声かけ」「付き添い」「触れ合い」といった

コミュニケーションを通して、機械に対して

人がより親しみを持つことができます。ま

た、ロボットには３次元熱点群計測が設置

され、暗い夜間の巡回でも、人の有無や姿

勢を検知することが可能。たとえば廊下で

倒れている人を発見した際には、呼吸の有

無や安定性を認識して、職員にアラートを

発信する仕組みです。巡回で検知した状況

や施設利用者へ声かけを行った情報等は

データとして職員に共有され、ロボットは

自律的にステーションに帰還し充電を行い

ます。

２つめのテーマが「口腔、顔部、顎部で操

作できるインターフェースの開発」。これ

はベッドからの移動が困難な人や脊髄損

傷者などを対象としたもので、自分の代わ

りにロボットが病室外で活動し、他の人や

職員とのコミュニケーションを実現するも

の。身体が動かない人のためのリアルなア

バター・キャラクター、というとイメージが

しやすいかもしれません。これにより身体

が動かない人でも病室外へと行動領域が

広がり、活動意欲が高まって、日常生活が

活性化する効果が見込まれます。

ロボットの操作は舌などの口腔や顎だけ

で行うことができ、ロボットに設置されたモ

ニターに表示される表情や音声を使って、

利用者は外部に意志を伝達します。一方ロ

ボットは利用者の操作だけでなく、深層学

▲ �研究には学生が開発したハード・ソフトも活用されており、多くの学外組織と連携して社会での実用化を前提
とした研究だが、学生も積極的に関わることができる環境となっている。

人間と機械が共生する社会の実現をめざして
介護医療の現場で関係性の在り方を模索する

神奈川工科大学
KEYWORD 産学官連携

P44
大学情報

活動
内容

大学・産業界・行政・施設等19組織の連携体制で
介護医療コンシェルジュロボットを開発

▲ �介護医療コンシェルジュロボットは、研究モ
デルの「Lucia（ルチア）」（上段）と普及モデ
ル（下段）で区分して製作を進行する。高さは
110cm程度で自律的にステーションに戻っ
て充電を行う仕組み。
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習で周辺の人や物を認知し、方位や距離

を触覚に変換して利用者に伝達。また利用

者の知覚操作と自律制御のバランスを深

層学習することで、使用するほどによりス

ムーズな操作を実現していきます。なお病

室内にいるときには、ベッド周辺に設置す

る検知装置を活用した利用者を見守る役

割を担当。職員の連絡を仲介する役割も

担い、職員が病室まで足を運ばなくても介

護対象者とコミュニケーションを図ること

が可能となります。

人間のリハビリを機械が指導し
施設全体の健康管理を機械が行う

そして３つめのテーマが「触れるだけで

バイタルサインが計測できる多自由度駆

動アームの開発」。これは介護対象者の健

康状態を検知することを目的に、ロボット

に設置したアームに触れることで、血圧や

脈拍を計測できるもの。ロボットと手を繋

ぎながら移動しているだけでバイタルの

データがいつの間にか計測され、職員に共

有されるというイメージです。また健康状

態の計測はこのアームに加え、深層学習に

よる顔検出と温度計測でも行われ、ロボッ

トは施設内を巡回する中ですれ違う利用

者の顔を認識し、非接触で体温を計測。体

温が高い利用者がいた場合にはその情報

を職員に伝達します。

このアームは歩行訓練などのリハビリ

支援にも使用され、利用者を手繋ぎで誘

導するだけでなく、歩行特性を認識して異

常性を検知する他、アームからの振動や映

像、音響による刺激を利用者に与えること

で、利用者の歩き方や姿勢をより良く改善

していく機能も設置されています。そして

このように取得された複数の利用者の健

康状態や運動データは蓄積・共有され、結

果として施設全体の健康管理に効果を発

揮するのです。

介護対象者に寄り添いながら見守る役

割、身体の動かない人が病室外で活動す

るためのデバイス、リハビリ支援を行いな

がら施設全体の健康管理を行う存在とい

う多くの役割をひとつで担う介護医療コン

シェルジュロボットは、プロジェクト完了後

に製品販売を開始し、市場の反応を分析し

ている現状にあります。

「ロボットとセンサネットワークの強化や

集積したデータをクラウドシステムで動的

に分析する機能など、今後の改善点もあり

ますが、一方で介護医療の現場でのロボッ

トの必要性を社会的に認知してもらうこと

も大切です。現場の職員の方に私たちの取

り組みを伝えたり、逆に意見をもらったりす

ること。社会と介護医療現場と開発研究の

人たちが立場を越えて協力し合うことで、

社会実装への道は開かれていくはずです」

「意志のある道具」との関係が
人間の未来に大きく影響する

介護医療の現場で広く活躍する機能と

個性を持ったコンシェルジュロボット。現在

はその実用拡大に向けて歩みを進めてい

る三枝先生ですが、その視線はさらに先に

ある未来を見据えています。

「ロボットや機械には、人類を進化させる

可能性があると考えています。人は道具を

使いはじめた時に大きく進化しましたが、

機械やロボットはこれから『意志のある道

具』となっていきます。その意志とどのよう

な関係性を築くことができるか、お互いに

成長し合えるものとなれるのか。その時が

人間の未来を大きく変える転換期になる

でしょう」

まるでSF映画のような話ですが、機械

の自律性と深層学習の技術が大きく進化

するいま、これは決して非現実的な話では

ありません。そしてこれは未来のエンジニ

アや研究者にとって取り組むべき課題とな

り、社会的にも大きなテーマになることで

しょう。

「介護医療コンシェルジュロボットでは

身体の動かない人が病室外で活動するた

めのインターフェースを開発しました。こ

れも人間のひとつの進化に繋がると思い

ますが、これはまだ『道具としての機械』に

拠るものです。人間機械共生研究室と名

付けた私たちの研究室で取り組むテーマ

はその先にあるもの。そのためにも機械と

人間が共生する環境づくり、そこでの関係

性の追求を、介護医療というフィールドに

限ることなく、広く展開していきたいと考

えています」

研究分野　■人間機械共生工学 ■認知発達システム ■介護医療福祉支援

創造工学部 ロボット・メカトロニクス学科

三枝 亮 准教授

三枝 亮 准教授

2005年早稲田大学大学院理工学研究科物理学及応用物理学専攻、博士（工学）。早稲田大学助手、Istituto� Italiano�di�
Tecnologiaシニア博士研究員、豊橋技術科学大学特任准教授を経て、2018年4月より現職。天竜厚生会評議員、厚生労
働省介護ロボットニーズ・シーズ連携協調協議会設置事業プロジェクトコーディネータ、日本女子大学理学部非常勤講師、早
稲田大学理工学術院総合研究所招聘研究員を兼任。

▲ �ロボットにはアーム型のバイタル計測装置に加
え、顔部体温計測機能や歩行特徴の認識機能も
設置。三枝准教授が豊橋技術科学大学に在籍し
た際の大学院生の研究がベースとなっている。

▲ �ベッド利用者や脊髄損傷者の病室外でのコミュ
ニケーションを実現する、口腔、顔、顎で操作可
能なロボットインターフェース。活動意欲を高
めるだけでなく居室内では接触検知パネルによ
り、対象者を見守る役割を担う。
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人に必要とされるものづくりは
社会を深く知ることからはじまる

工学技術をベースとしたものづくりにお

いて、どのようにして社会に必要とされる

ものをつくるか、利用する現場の人たちが

求めているものを、使いやすく利用環境に

適応した仕様でいかに開発していくかとい

う観点は、技術の進歩と同様に、テクノロ

ジーを社会に還元していく上でとても重

要となる考え方です。

金沢工業大学の鈴木亮一先生が取り組

んでいるのは、制御工学の技術をベースと

した生活支援技術、福祉医療支援技術の

研究開発。医療介護の現場における補助

作業やリハビリテーションに活用できる機

器開発、技術研究を進めています。

「私の研究は何よりまず“現場”に足を運

んで、何が必要とされているのかをリサー

チし、現場の人たちの話を聞くところから

スタートします。社会が必要としている技

術や価値を、工学技術を活用して提供する

ことがテーマであり使命。より高度な機器

を開発することも大切ですが、私が考えて

いるのはまず人の役にたつ、人に必要とさ

れる、ということです」

社会が求めるもの、人に必要とされるも

のを開発するためには、工学などの技術を

追究するだけではなく、社会や人々の暮ら

し、サポートできる人々の存在、現場の悩

みや要望を知らなくてはいけません。その

ために鈴木先生と研究室の学生たちは、

月に１～２回、医療施設を訪れ、どのような

ニーズがあるのか研究開発のアイデアを

探るとともに、制作した機器を実際に使用

してもらってその効果や改善点を現場の

人たちと共有しながら、より現場に適した

機器に仕上げていくという研究開発プロ

セスを採っています。

「私は制御工学を専門としてきました

が、現場のニーズを追究していくと、時に

は複雑な制御技術を使用しない機器が必

要となる場面もあります。しかしそのこと

は大きな問題ではありません。使う人たち

のことを第一に考えるならば、様々な技術

を組合せ、問題解決を図ることが重要で

す」

その人が持つ力を引き出すための
「助け過ぎない」支援技術

人に必要とされているものづくりをコ

ンセプトに鈴木先生と研究室の学生たち

は、「片手で操作できる車いす」「省スペー

スで利用できる立ち上がり動作支援装置」

「屋外用歩行動作支援装置」など、さまざ

まな生活支援技術、福祉医療支援技術を

開発し、その研究テーマは現場のニーズを

起点としながら、現在もさらに広がってい

ます。そしてこれら鈴木先生の手掛ける支

援技術には、いくつかのポイントが置かれ

ています。それは

・着脱が簡単であること

・他の行為が制限されないこと

・過剰に助け過ぎないこと

これらは介護対象となる人が持っている

力や潜在的な力を手助けしてあげること、

残存能力を拡張することによって介護対

象となる人の機能回復や自立支援をめざ

すという、支援機器開発に対する鈴木先生

の考え方によるものです。

「たとえば麻痺等によって片腕しか使え

ない方に向けて開発した片手で操作でき

る車いすがありますが、そういう方たちに

対して『電動車いすで支援したらいいじゃ

ないか』という考え方もあります。しかしそ

れは、動かせる腕や足などを使う機会がな

くなり、能力の衰えに繋がってしまいます。

そうではなくて、できればいまある能力を

長く保ちながら、その人の生活を支援して

いきたい。それがその人のためになると私

は考えています」

車いすを片腕で押してしまうと力が左

右不均等になるためまっすぐ進むことがで

きないが、鈴木先生が開発した車いすは、

片腕で片側の車輪をまわしたことを車い

すが感知・計測し、内部の制御機構が力の

かからない側の車輪の動きを補助すると

いうもの。ほかにも腕の力が衰えている方

の食事補助を目的に、腕を上げ下げする

微小な力を感知・計測しながらその動作を

▲ �チェアスキーの普及を目的とした取り組みの一環として、学生が中心となって開発した仮想現実（VR）の技
術を使ったチェアスキーの体験装置。

医療介護施設や企業との連携体制を通して
社会が求める生活支援技術、福祉医療支援技術を創造

金沢工業大学
KEYWORD 産学官連携

P43
大学情報

活動
内容

医療介護施設や企業との連携体制を通して
社会が求める「工学×リハビリ」「工学×看護」技術を創造

▲ �試作した装置は利用現場の方たちを交
えながら多角的に評価を行う（写真は歩
行支援装置）。このプロセスが利用環境
に即し、ニーズに的確に応えるものづく
りにつながっていく。
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サポートする上腕動作支援機器など、支援

機器はどれも介護対象者が自分で活動す

るための「もうひと押し」を実現するものと

なっています。

現場や他分野との協働が
研究室ではできない発見を生む

制御工学の技術を活用した支援装置の

一方で、鈴木先生の言葉通り、現場のニー

ズに即した支援装置の研究開発は、その

技術の範囲にとらわれることなく進んでい

ます。その一例が介護対象者の立ち上が

り動作と機器で補助するタイミングが合

わせられるように声かけ機能を装備した立

ち上がり動作支援機、歩行訓練を行う際に

骨盤をやさしく支えてあげるリハビリ機器

などです。

「理学療法士、作業療法士の方たちの仕

事を見ていると、例えば声をかけるだけで

対象者の力が引き出されるなど、ポイント

を押さえれば目的達成に近づけるのだと

いう気付きがあります。また実際につくっ

た機器が、例えばサイズや駆動音が大きす

ぎるというように使用環境に適応していな

いことで、改善が必要になるケースも少な

くありません。このような問題を解決する

ことは技術的に難しいものではないです

が、研究室にいるだけではわからないこと

です。現場を見て、機器を使用する人たち

の姿を思い描いて開発に取り組んでいく

ことの大切さを学生にも説いています」

さらに鈴木先生は異なる分野と連携し

ていくことの大切さと意義についてもこう

語ります。

「私たちが医療介護の現場で多くの気

付きを得るように、他分野で当たり前のこ

とが、私たちにとって新しい発見になるこ

とがあり、またその逆も当然あり得ます。

もちろんこれは医療介護の分野に限りま

せん。外の世界にネットワークを広げて、

他分野の人たちと協働して意見や知識を

共有しながら、社会のニーズを探り、必要

とされるものを開発していく。エンジニア

として新しいものをつくろうとした時、こう

いった考え方は今後、さらに大事になって

くるはずです」

このようにして鈴木先生は学生たちとと

もに、多くの医療介護施設はもとより、大

手電機メーカーとともに歩行支援装置を、

大手精密機器メーカーとともに起立着座

動作支援装置を、住宅建材メーカーととも

に高齢者向け建材を開発するなど、多彩な

分野との連携をとりながらその研究開発

を進めています。

物事の本質を見出す力があれば
アプローチ方法は多種多様でいい

「制御やロボティクスといった分野から

はじまった研究は、人の生活を何かの形で

支援するための機器開発、という大きな目

的に変容してきました」という鈴木先生で

すが、その研究の広がりを表す近年のテー

マに、チェアスキーの普及に関する活動が

あげられます。

チェアスキーとは下肢に障がいのある

人向けのスキーで、座って滑走することが

できるもの。長くパラリンピックの正式競

技であるものの、日本ではまだ知名度も

高くなく、鈴木先生は障がいの有無にかか

わらず多くの人にチェアスキーを楽しんで

もらえる環境づくりに取り組んでいます。

この研究は日本チェアスキー協会やチェ

アスキーに取り組む方たちとも連携して

行っており、実際のチェアスキーの体験会

に足を運ぶこともあるといいます。2019

年には研究室の学生が中心となり、仮想現

実（VR）の技術を使ったチェアスキーの体

験装置を開発。そのほか入門用のチェアス

キーの開発に取組むなど、チェアスキーと

いう競技自体をより多くの人に知ってもら

うための周知活動に積極的に関わってい

ます。

「学生たちには物事の本質をとらえる力

を身につけてほしいと考えています。どこ

に問題があるのか、何を解決すればより良

い世界をつくることができるのか。技術や

知識はそれに取り組むためのツールであ

り、その取り組み方に制限はありません。

社会の問題に対する私のアプローチがど

んどんと広がっていったように、社会と積

極的に触れ合い、時代の変化に合わせな

がら、社会に必要とされる新しい価値を生

み出せることが大切です」

研究分野　■制御工学 ■ロボティクス ■生活支援技術、福祉医療支援技術の開発

金沢工業大学 工学部 ロボティクス学科

鈴木亮一 教授

鈴木亮一 教授

1993年、金沢工業大学機械システム工学科を３年次中途退学し、北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科博士前
期課程に進学。ドイツ留学を経て、1999年同博士後期課程修了。日本学術振興会研究員（リサーチアソシエイト）を経て、
2001年金沢工業大学工学部助手に就任。講師、助教授を経て2013年より現職。�独日学術ブルゼ研究員、アレクサンダー・
フォン・フンボルト財団奨励研究員として、２度にわたりドイツ・ウルム大学�工学部�計測制御マイクロ技術研究所へ留学。

▲ �大手精密機器メーカーと共同開発した、狭所空間
でも使用できる起立着座動作支援装置。ニーズ
に応じた改善を重ねた結果、当初装備される予定
の制御機構は省略されることとなった。

▲ �腕を上げ下げしようとする利用者の力を感知・計
測し、その力に応じて制御を行いながら動作サ
ポートを行う上腕動作支援装置。



※科学研究費のうち「特別推進研究（研究領
域提案型）（一部を除く）、「基盤研究」（特
設分野研究を除く）、「挑戦的萌芽研究」、
「挑戦的研究」、「若手研究」、「研究活動ス
タート支援」の総数

新しい学術を切り拓く真に優れた独自性のある研究であって、格段に優れた研究成果が期待される1人又は比較的少人数の研
究者で行う研究 

（期間3～5年（真に必要な場合は最長7年）1課題 2億円以上5億円まで（真に必要な場合は5億円を超える応募も可能）

（研究領域提案型）
多様な研究者グループより提案された、日本の学術水準の向上・強化につながる新たな研究領域について共同研究や研究人材
の育成、設備の共用化等の取組を通じて発展させる

（期間5年、1領域単年度当たり　1,000万円～3億円程度を原則とする）

（S）1人又は比較的少人数の研究者が行う独創的・先駆的な研究（期間原則5年、1課題5,000万円以上2億円以下）
（A）（B）（C）1人又は複数の研究者が共同して行う独創的・先駆的な研究（期間3～5年、応募総額によりA・B・Cに区分）
（A）2,000万円以上 5,000万円以下（B）500万円以上 2,000万円以下   （C）500万円以下

独創的な発想に基づく、挑戦的で高い目標設定を掲げた芽生え期の研究
（期間1～3年、1課題500万円以下）
★新規募集は行っていません

1人又は複数の研究者で組織する研究計画であって、これまでの学術の体系や方向を大きく変革・転換させることを志向し、飛
躍的に発展する潜在性を有する研究   なお、（萌芽）については、探索的性質の強い、あるいは芽生え期の研究も対象とする

（開拓）3～6年間、500万円以上2,000万円以下　（萌芽）2～3年間、500万円以下

博士の学位取得後8年未満の研究者（※）が一人で行う研究
なお、経過措置として39歳以下の博士の学位を未取得の研究者が1人で行う研究も対象

（期間2～4年、1課題 500万円以下）　

（A)(B)39歳以下の研究者が一人で行う研究　（期間2～4年、応募総額によりA・Bに区分）
（A）500万円以上3,000万円以下（B）500万円以下
★若手研究（Ａ）を基盤研究に統合し、公募を停止しました。それに伴い、若手研究（Ｂ）の名称を｢若手研究｣と改めました

研究機関に採用されたばかりの研究者や、育児休業等から復帰する研究者等が一人で行う研究
（期間2年以内、単年度当たり150万円以下）

教育・研究機関や企業等に所属する者で、学術の振興に寄与する研究を行っている者が1人で行う研究
（期間1年、1課題　10万円以上100万円以下）

科学研究費

■ 科学研究費助成事業における研究種目等

研 究 種 目 等 研 究 種 目 等 の 目 的 ・ 内 容

※博士の学位を取得見込みの者及び博士の学位を取得後に取得した産前・産後の休暇、育児休業の期間を除くと博士の学位取得後8年未満となる者を含む

特別推進研究

基盤研究
（S・A・B・C)

挑戦的萌芽研究

挑戦的研究
（開拓・萌芽）

若手研究

若手研究
（A・B）

研究活動スタート支援

奨励研究

新学術領域研究

科研費の審査は、書面審査と合議審査
で行う「総合審査」と、書面審査を2回行う

「2段階書面審査」の２つの方式によって
行われています。審査を行うのは多様な
分野のスペシャリストである7000人以
上の研究者たち。専門家の厳正な審査を
通過しているからこそ、科研費に採択さ
れた研究は、社会的に高い評価を得てい
るのです。

審査

対象となる研究領域は詳細に300以上
の細目に区分されています。その内容
は、芸術や歴史、社会学、経済学といっ
たいわゆる「文系」のものから、数学や工
学、農学、医学といった「理系」のものまで
あらゆる学問をカバー。科学技術の発展
や時代の変化に合わせて、研究領域の区
分も常に見直しが繰り返されています。

領域

ノーベル賞を受賞したオートファジーや
発光ダイオード（LED）、ニュートリノなど
も、科研費の対象となっていた研究でし
た。科研費の対象となる研究は、すぐさ
ま結果を期待するものではなく、長期計
画として行われているものが多く、将来
的に社会や人々の暮らしを大きく変革す
る可能性が秘められています。

社会へのインパクト

平成29年度には、主要科目※において約
10万1000件の新規応募があり、うち約
2万5000件が採択されました。すでに採
択されている研究と合わせると、支援を
受けている研究は約7万6000件にも及
びます。

採択数

実績を積み重ねた研究者だけでなく、若
い研究人材のステップアップを目的とし
た、原則学位の取得後8年未満の研究
者だけが応募できる「若手研究」「研究ス
タート支援」といった研究種目も設定さ
れています。ここで実績を積み重ねた研
究者は、次なる「基盤研究」へと研究種目
を移し、さらなる研究の発展をめざして
いきます。

若手研究者

科研費の応募資格を有する28万4320人
の研究者（平成29年11月時点）のうち、約
8割の研究者が国公立もしくは私立大学
に所属しています。その研究のなかには
大学生・大学院生が関わっているものも
決して少なくありません。科研費の研究
は、高校生のみなさんの手の届くところに
存在する最先端の研究なのです。

大学との関わり

科研費

　文部科学省の所管にある日本学術振興会が行う「科学研究費助成
事業」では、毎年全国の研究者から公募を募る形で、研究資金の援助を
行っています。ここで交付される研究助成金が「科研費」と呼ばれてい
るもの。政府として研究者を支援することで、日本全体の研究活動を盛
り立て、日本の科学技術の向上をめざすための取り組みです。
　支援する研究は研究規模や研究テーマによって非常に細かく区分
されていますが、大切なのは“研究者の自由な発想に基づいて行われる
「学術研究」に限られる”ことで、これはあらゆる研究の土台となる「学
術研究」の支援を通して広く科学技術の発展を目的としているからで
す。なお、対象となる研究者は大学に所属している教員たちが中心と
なっています。つまり科研費に採択されている研究は最先端の研究で
ありながら、その教員のもとで学ぶことになれば学生として関わること
ができる研究でもあります。幾多の分野にわたる科研費に採択された
研究の数々。その中から自分の興味や好奇心を掻き立てるものを見つ
けることができれば、その出会いはきっと、充実した4年間を過ごすこと
のできる大学を選ぶための大きな指針となることでしょう。

『科研費』って何?!
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新しい学術を切り拓く真に優れた独自性のある研究であって、格段に優れた研究成果が期待される1人又は比較的少人数の研
究者で行う研究 

（期間3～5年（真に必要な場合は最長7年）1課題 2億円以上5億円まで（真に必要な場合は5億円を超える応募も可能）

（研究領域提案型）
多様な研究者グループより提案された、日本の学術水準の向上・強化につながる新たな研究領域について共同研究や研究人材
の育成、設備の共用化等の取組を通じて発展させる

（期間5年、1領域単年度当たり　1,000万円～3億円程度を原則とする）

（S）1人又は比較的少人数の研究者が行う独創的・先駆的な研究（期間原則5年、1課題5,000万円以上2億円以下）
（A）（B）（C）1人又は複数の研究者が共同して行う独創的・先駆的な研究（期間3～5年、応募総額によりA・B・Cに区分）
（A）2,000万円以上 5,000万円以下（B）500万円以上 2,000万円以下   （C）500万円以下

独創的な発想に基づく、挑戦的で高い目標設定を掲げた芽生え期の研究
（期間1～3年、1課題500万円以下）
★新規募集は行っていません

1人又は複数の研究者で組織する研究計画であって、これまでの学術の体系や方向を大きく変革・転換させることを志向し、飛
躍的に発展する潜在性を有する研究   なお、（萌芽）については、探索的性質の強い、あるいは芽生え期の研究も対象とする

（開拓）3～6年間、500万円以上2,000万円以下　（萌芽）2～3年間、500万円以下

博士の学位取得後8年未満の研究者（※）が一人で行う研究
なお、経過措置として39歳以下の博士の学位を未取得の研究者が1人で行う研究も対象

（期間2～4年、1課題 500万円以下）　

（A)(B)39歳以下の研究者が一人で行う研究　（期間2～4年、応募総額によりA・Bに区分）
（A）500万円以上3,000万円以下（B）500万円以下
★若手研究（Ａ）を基盤研究に統合し、公募を停止しました。それに伴い、若手研究（Ｂ）の名称を｢若手研究｣と改めました

研究機関に採用されたばかりの研究者や、育児休業等から復帰する研究者等が一人で行う研究
（期間2年以内、単年度当たり150万円以下）

教育・研究機関や企業等に所属する者で、学術の振興に寄与する研究を行っている者が1人で行う研究
（期間1年、1課題　10万円以上100万円以下）

科学研究費

■ 科学研究費助成事業における研究種目等

研 究 種 目 等 研 究 種 目 等 の 目 的 ・ 内 容

※博士の学位を取得見込みの者及び博士の学位を取得後に取得した産前・産後の休暇、育児休業の期間を除くと博士の学位取得後8年未満となる者を含む

特別推進研究

基盤研究
（S・A・B・C)

挑戦的萌芽研究

挑戦的研究
（開拓・萌芽）

若手研究

若手研究
（A・B）

研究活動スタート支援

奨励研究

新学術領域研究

ここでは、文部科学省が発表している「科研費採択件数ランキング」の中から、
特に高校生の皆さんにお伝えしたい研究について、大学の先生にお話を伺いました。

科研費の先進的研究を支える
先生たちのユニークな横顔

「研究」を探訪する
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森林圏科学、水圏応用科学およびその関連分野

古くから美味な食材として親しまれてきたフグ。しかし、フ
グには猛毒があり、中毒事故が絶えなかったため、食用にする
ための部位や調理資格者などが法律で細かく制限されてい
ます。日本大学生物資源科学部准教授の糸井史朗先生がフ
グ毒の研究に着手したのは2008年春。研究室の学生から
「どうしてもフグ毒の研究がしたい」と相談を受けたことが
きっかけでした。
「いざ着手してみると、昔から研究されているにもかかわら
ず、意外にわかっていないことが多くありました。研究が進む
につれ、次々に新たな事実が明らかになるのも面白く、今で
は私自身がすっかりハマっています（笑）」
研究の大きな柱は大きく分けて２つ。１つ目の柱は、「フグ

は何のために毒を持っているのか？」。
「フグが毒化するのは自分の身を守るためだろう、と漠然と
言われてきましたが、証明する事実がありませんでした。例え
ばトラフグの場合、肝臓と卵巣に毒があるのですが、敵がそこ
に達したときにはフグ自身はすでに死んでいるはずで、身を
守ることにはつながらない。謎を解明するため、トラフグとク

フグの毒は“母親からの贈り物”
無毒フグと有毒フグの比較実験で証明

持っており、卵ももちろん猛毒。要するに、同じフグ類の体内
で高濃度に毒が蓄積された卵を食べることで、クサフグは自
らも効率よく毒化していると考えることができます。さらにト
ラフグで飼育実験を行ったところ、有毒の卵を与えてわずか
２日で皮膚まで毒化することがわかりました。
「つまり、食物ピラミッドの最下層にいるバクテリアが作る
毒量が少なくても、フグ類を中心とする有毒の高次消費者同
士で毒を循環させることで、とても効率よく毒を獲得できる。
これまでよくわかっていなかったフグの毒化機構に、ひとつの
解決策を提示することができました」
さらに、フグは他にも高濃度の毒を含むエサを食べている

可能性がある――そう考えた糸井先生は、三浦半島から江の
島海岸にかけて大量に生息するオオツノヒラムシに着目しま
した。オオツノヒラムシとはプラナリアと近縁な扁形動物で、
フグと同じ毒を持つことが知られています。３月末～４月初め
に産卵し、大量の幼生がプランクトンのように海を漂います。
「クサフグはこの幼生を食べて毒を獲得しているのではない
か」と推測した糸井先生は、７月に江の島海岸でクサフグを採
取。遺伝子分析の結果、オオツノヒラムシのDNA配列を確認
しました。
「実はフグ類は地域によって持っている毒の量が異なりま
す。これはオオツノヒラムシに代表されるツノヒラムシの仲間
の資源量に依存しているのではないか、と私は考えていま
す。今、欧州で二枚貝のフグ毒の蓄積が問題になっているの
ですが、ここでもツノヒラムシの仲間が関係していると私は
睨んでいます。ツノヒラムシの仲間は南方系の生き物なの

サフグを使って実験を始めました」
まず生まれたばかりのトラフグの子どもをスライスし、フグ

毒だけを染める特殊な化学染色で調査したところ、体表に毒
を確認でき、機器分析でも微量の毒が検出されました。これ
をメジナなど無毒の魚に与えると、口にくわえるもののすぐ
に吐き出す様子が観察でき、体表の毒が身を守っていること
が判明。ところが、この成果を論文にまとめて発表したとこ
ろ、ある専門家から「それはフグ毒ではなく体表の粘液が原
因ではないか」と指摘を受けたそうです。この指摘に答える
ため、糸井先生は「無毒な子どもを作って、有毒な子どもと比
較すれば、吐き出す原因がフグ毒であることが明らかになる
のではないか」と考えました。無毒の子どもを作るには、まず
無毒の親を手に入れて、無毒の環境で子どもを産ませる必要
があります。その飼育実験が短期間でできるのはトラフグよ
りもクサフグでした。そこで江の島海岸に産卵に来るクサフ
グを捕まえ、卵を採取。これに無毒のエサを２年間投与し続け
て無毒の成体を作り、そこから卵を人工授精させ、無毒の稚
魚を入手しました。これを前述のメジナに与えると、吐き出す
ことなく食べられてしまったそうです。
「このように有毒の子どもと無毒の子どもを比較すること
で、非常にクリアな結果を得ることができました。無毒の子ど
もは化学染色に染まらず、機器分析でも毒が検出されず、こ
れではっきりと“毒のおかげで食べられない”とわかったので
す。フグは天敵から身を守る毒を生まれたときから身にまとっ
ている――私はこれを“母親からの贈り物”と呼んでいます」

研究の２つ目の柱は、「フグはどこから毒を手に入れている
のか？」。
従来の通説は、「バクテリアが作った毒が食物連鎖を経て

フグの体内に溜まっていく」というもの。しかし、バクテリアが
作れる毒の量はほんの微量で、「それではフグが持つ膨大な
毒の量に達しない」との指摘もありました。
そこで研究チームは、三浦半島でクサフグのサンプリング

を１年半に渡って実施。獲れたクサフグの消化管から、大量の
ヒガンフグの卵を発見しました。ヒガンフグも卵巣に猛毒を

フグ類同士の毒循環で効率的に毒化する――
未解明のフグ毒化機構にひとつの解決策を提示

糸井 史朗 准教授

Message
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国立研究開発法人
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どんな分野でも構わないので、自分が集中できるものを見つけてくだ
さい。そして疑問に思ったことがあれば、スマートフォンでいいので調
べてみてください。それが研究の第一歩です。私たち海洋生物資源科
学科には、魚が好きな学生が多く入学します。ある意味、マニアックな
世界観を持つ人が多いわけですが、大学の学びではその傾向がプラ
スに働きます。学生アンケート調査でも満足度が非常に高い学科であ
ることをお伝えしたいです。

で、地球温暖化が進めば分布域が広がり、無毒の生物の毒化
が進む可能性があります。今後、フグ毒中毒にかかる人が増
えるかもしれません」

湘南に近い地の利を活かしたフィールドワーク、学内の設
備をフル活用した各種実験、そして論文作成と、精力的に動
く糸井先生ですが、研究室の学生はその全ての過程に関わっ
ています。フィールドワークは近場の海岸だけでなく、科研費
を利用し、共同研究機関の調査船に乗り込んで実施すること
も。また、発表する論文の中には、研究に貢献した学生の名前
を共著者として加えています。
「研究は仮定の設定から入り、その大半は私の妄想だった
りします。しかし、本学の学生は素直にフィールドワークや実
験に取り組んでくれ、そこから予期しなかったデータが出て
来ることが少なくありません。先入観を持たずに行動するこ
との大切さを、学生から教えられています」

フィールドワーク、実験、論文作成…
全ての工程に学生が関わり、大きな戦力に

▲ �海洋生物実験センターにある魚類飼育室では、採取してきたトラフグやクサフグ、オオツノヒラムシ
の卵や成体が水槽ごとに管理されている。生物の世話は４年生の担当だ。

▲ �生まれたばかりのトラフグの子どもをスライスした顕微鏡
写真。免疫組織化学染色により、トラフグの体表に毒が存
在することが確認された。矢印が示す部分に毒がある。

▲ �増殖環境学研究室に所属するのは、４年生25名と院生２
名。毎年多くの学生が研究室への配属を希望する。
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森林圏科学、水圏応用科学およびその関連分野

古くから美味な食材として親しまれてきたフグ。しかし、フ
グには猛毒があり、中毒事故が絶えなかったため、食用にする
ための部位や調理資格者などが法律で細かく制限されてい
ます。日本大学生物資源科学部准教授の糸井史朗先生がフ
グ毒の研究に着手したのは2008年春。研究室の学生から
「どうしてもフグ毒の研究がしたい」と相談を受けたことが
きっかけでした。
「いざ着手してみると、昔から研究されているにもかかわら
ず、意外にわかっていないことが多くありました。研究が進む
につれ、次々に新たな事実が明らかになるのも面白く、今で
は私自身がすっかりハマっています（笑）」
研究の大きな柱は大きく分けて２つ。１つ目の柱は、「フグ

は何のために毒を持っているのか？」。
「フグが毒化するのは自分の身を守るためだろう、と漠然と
言われてきましたが、証明する事実がありませんでした。例え
ばトラフグの場合、肝臓と卵巣に毒があるのですが、敵がそこ
に達したときにはフグ自身はすでに死んでいるはずで、身を
守ることにはつながらない。謎を解明するため、トラフグとク

フグの毒は“母親からの贈り物”
無毒フグと有毒フグの比較実験で証明

サフグを使って実験を始めました」
まず生まれたばかりのトラフグの子どもをスライスし、フグ

毒だけを染める特殊な化学染色で調査したところ、体表に毒
を確認でき、機器分析でも微量の毒が検出されました。これ
をメジナなど無毒の魚に与えると、口にくわえるもののすぐ
に吐き出す様子が観察でき、体表の毒が身を守っていること
が判明。ところが、この成果を論文にまとめて発表したとこ
ろ、ある専門家から「それはフグ毒ではなく体表の粘液が原
因ではないか」と指摘を受けたそうです。この指摘に答える
ため、糸井先生は「無毒な子どもを作って、有毒な子どもと比
較すれば、吐き出す原因がフグ毒であることが明らかになる
のではないか」と考えました。無毒の子どもを作るには、まず
無毒の親を手に入れて、無毒の環境で子どもを産ませる必要
があります。その飼育実験が短期間でできるのはトラフグよ
りもクサフグでした。そこで江の島海岸に産卵に来るクサフ
グを捕まえ、卵を採取。これに無毒のエサを２年間投与し続け
て無毒の成体を作り、そこから卵を人工授精させ、無毒の稚
魚を入手しました。これを前述のメジナに与えると、吐き出す
ことなく食べられてしまったそうです。
「このように有毒の子どもと無毒の子どもを比較すること
で、非常にクリアな結果を得ることができました。無毒の子ど
もは化学染色に染まらず、機器分析でも毒が検出されず、こ
れではっきりと“毒のおかげで食べられない”とわかったので
す。フグは天敵から身を守る毒を生まれたときから身にまとっ
ている――私はこれを“母親からの贈り物”と呼んでいます」

研究の２つ目の柱は、「フグはどこから毒を手に入れている
のか？」。
従来の通説は、「バクテリアが作った毒が食物連鎖を経て

フグの体内に溜まっていく」というもの。しかし、バクテリアが
作れる毒の量はほんの微量で、「それではフグが持つ膨大な
毒の量に達しない」との指摘もありました。
そこで研究チームは、三浦半島でクサフグのサンプリング

を１年半に渡って実施。獲れたクサフグの消化管から、大量の
ヒガンフグの卵を発見しました。ヒガンフグも卵巣に猛毒を

フグ類同士の毒循環で効率的に毒化する――
未解明のフグ毒化機構にひとつの解決策を提示
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持っており、卵ももちろん猛毒。要するに、同じフグ類の体内
で高濃度に毒が蓄積された卵を食べることで、クサフグは自
らも効率よく毒化していると考えることができます。さらにト
ラフグで飼育実験を行ったところ、有毒の卵を与えてわずか
２日で皮膚まで毒化することがわかりました。
「つまり、食物ピラミッドの最下層にいるバクテリアが作る
毒量が少なくても、フグ類を中心とする有毒の高次消費者同
士で毒を循環させることで、とても効率よく毒を獲得できる。
これまでよくわかっていなかったフグの毒化機構に、ひとつの
解決策を提示することができました」
さらに、フグは他にも高濃度の毒を含むエサを食べている

可能性がある――そう考えた糸井先生は、三浦半島から江の
島海岸にかけて大量に生息するオオツノヒラムシに着目しま
した。オオツノヒラムシとはプラナリアと近縁な扁形動物で、
フグと同じ毒を持つことが知られています。３月末～４月初め
に産卵し、大量の幼生がプランクトンのように海を漂います。
「クサフグはこの幼生を食べて毒を獲得しているのではない
か」と推測した糸井先生は、７月に江の島海岸でクサフグを採
取。遺伝子分析の結果、オオツノヒラムシのDNA配列を確認
しました。
「実はフグ類は地域によって持っている毒の量が異なりま
す。これはオオツノヒラムシに代表されるツノヒラムシの仲間
の資源量に依存しているのではないか、と私は考えていま
す。今、欧州で二枚貝のフグ毒の蓄積が問題になっているの
ですが、ここでもツノヒラムシの仲間が関係していると私は
睨んでいます。ツノヒラムシの仲間は南方系の生き物なの

糸井 史朗 准教授

Message集中できるものを
見つけよう

1998年、日本大学農獣医学部水産学科卒業。2003年、東京大学大学院農学生命科学研究科水圏生物科学専攻博士課
程修了。同年４月、東京大学大学院農学生命科学研究科学術研究支援員。同年９月、独立行政法人水産総合研究センター
中央水産研究所研究支援協力員。2004年４月、日本大学生物資源科学部助手。2008年、同学部専任講師。2013年よ
り現職。

どんな分野でも構わないので、自分が集中できるものを見つけてくだ
さい。そして疑問に思ったことがあれば、スマートフォンでいいので調
べてみてください。それが研究の第一歩です。私たち海洋生物資源科
学科には、魚が好きな学生が多く入学します。ある意味、マニアックな
世界観を持つ人が多いわけですが、大学の学びではその傾向がプラ
スに働きます。学生アンケート調査でも満足度が非常に高い学科であ
ることをお伝えしたいです。
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が進む可能性があります。今後、フグ毒中毒にかかる人が増
えるかもしれません」

湘南に近い地の利を活かしたフィールドワーク、学内の設
備をフル活用した各種実験、そして論文作成と、精力的に動
く糸井先生ですが、研究室の学生はその全ての過程に関わっ
ています。フィールドワークは近場の海岸だけでなく、科研費
を利用し、共同研究機関の調査船に乗り込んで実施すること
も。また、発表する論文の中には、研究に貢献した学生の名前
を共著者として加えています。
「研究は仮定の設定から入り、その大半は私の妄想だった
りします。しかし、本学の学生は素直にフィールドワークや実
験に取り組んでくれ、そこから予期しなかったデータが出て
来ることが少なくありません。先入観を持たずに行動するこ
との大切さを、学生から教えられています」

フィールドワーク、実験、論文作成…
全ての工程に学生が関わり、大きな戦力に

▲ �海洋生物実験センターにある魚類飼育室では、採取してきたトラフグやクサフグ、オオツノヒラムシ
の卵や成体が水槽ごとに管理されている。生物の世話は４年生の担当だ。

▲ �生まれたばかりのトラフグの子どもをスライスした顕微鏡
写真。免疫組織化学染色により、トラフグの体表に毒が存
在することが確認された。矢印が示す部分に毒がある。

▲ �増殖環境学研究室に所属するのは、４年生25名と院生２
名。毎年多くの学生が研究室への配属を希望する。



34 研究力が高い大学 2019

細胞内のミトコンドリアの働きが低下することで起きる難
病・ミトコンドリア病。生まれた赤ちゃんの約5,000人に１人
が発症する、先天性代謝疾患の中でもっとも発生頻度が高い
病気です。子供の患者さんの場合、２歳未満に発症するケー
スがほとんど。症状は重篤で、成長できないまま亡くなってし
まう事例が少なくありません。順天堂大学大学院医学研究科
の難治性疾患診断・治療学教授の岡﨑康司先生は他大学や
学外の医療機関との共同研究を通じて、長くミトコンドリア病
の研究に取り組んできました。
「国内の年間出生数を約100万人とすると、毎年約200
人のミトコンドリア病の赤ちゃんが誕生していることになりま
す。私たちは他大学や医療機関と協力しつつ、年間100人ぐ
らいの患者さんの遺伝子検査をしています。つまり、毎年発
症する全国のミトコンドリア病患者さんの約半数に関わって
いることになります」
ミトコンドリアは体内でエネルギーを生み出す機能があ

り、その働きが低下すると、てんかん・心筋症・運動障害など、
さまざまな症状が現れます。病気の原因は遺伝子の異常によ
りますが、岡﨑先生の研究でも原因遺伝子を確定できた患者
さんはおよそ３分の１。そして、原因遺伝子の候補があるもの
の確定できない人が３分の１。残る３分の１は候補すら上がっ

幼い子供の命を奪う難病・ミトコンドリア病
原因となる遺伝子の３分の２がいまだに未解明

ていない状況でした。このような患者さんの候補遺伝子を臨
床診断や機能解析により確定させ、治療へと結びつけること
が医療の現場で求められており、そのための研究が今回の科
研費の対象となりました。

遺伝性難病の原因遺伝子を確定するためには、標的とな
る遺伝子の詳細な解析が必要です。そのため従来の研究で
は、「全エクソーム解析」と呼ばれる手法が用いられてきまし
た。「全エクソーム解析」とは、ヒトゲノムのうち、たんぱく質を
コードする領域を解析するもの。岡﨑先生の研究でも、「全エ
クソーム解析」を行うことで、原因遺伝子を確定できた患者さ
んの割合を42％まで高めることができました。さらに診断率
を高めるため、岡﨑先生は遺伝子をコードするエクソン領域
だけではない「全ゲノム解析」を実施。同時に「RNAシーケン
ス」「プロテオーム解析」という３つの解析を合わせて行う
チャレンジングな方法を提案しました。
「私たちが行っているのは、遺伝子の全てのセット（全ゲノ
ム）、RNAの全てのセット（トランスクリプトーム）、たんぱく質
の全てのセット（プロテオーム）を合わせた研究です。いろい
ろな疾患領域でこうしたアプローチは試みられていますが、ミ
トコンドリア病領域では初めて。そもそも全エクソーム解析を
日本で初めて採り入れたのも我々の研究グループですし、非
常に得意とする分野なのです。このように新たなアプローチ
で疾病原因を解明すること自体が、とてもチャレンジングな
試みといえます」
研究の過程でよく使われるのが、遺伝子の塩基配列を高

速で読み取る「次世代シーケンサー」と呼ばれる機器。また、
異常と思われる細胞に正常な遺伝子を導入し、エネルギー産
生能力が戻るかどうかを確かめるためのレスキュー実験もし
ばしば実施されます。さらにDNAの鎖を切断し、遺伝子配列
を自由に切除したり、置換したり、挿入する遺伝子改変技術も
駆使。技術開発により生まれた新たな実験方法を組み合わ
せ、ミトコンドリア病の細胞の病態解明に迫ります。
「順天堂大学には難病の診断と治療研究センターがあり、
私はそこのセンター長も務めています。学内には一連の実験

大学内にある先進の検査・実験機器を駆使
３つの解析方法を合わせるチャレンジングな試み

順位 機関種別名 機関名 新規採択累計数
1 国立大学 大阪大学 36.0

2 私立大学 順天堂大学 32.0
3 国立大学 東北大学 30.0
3 国立大学 京都大学 30.0
5 国立大学 東京大学 29.0
6 国立大学 名古屋大学 27.0
6 国立大学 九州大学 27.0
8 国立大学 神戸大学 25.0
9 公立大学 京都府立医科大学 23.0
10 私立大学 慶應義塾大学 22.0

30年度

遺伝子が原因で起きる
ミトコンドリア病

新しい遺伝子
解析方法を提案

10の原因遺伝子を
世界で初めて確定

基盤研究
(B) 遺伝子発現異常を生じるミトコンドリア病原因変異の包括的解析

大学院医学研究科 難治性疾患診断・治療学　岡﨑 康司 教授

順天堂大学 P44
大学情報

大 区 分：I 内科学一般およびその関連分野 胎児医学および小児成育学関連

■�内科学一般およびその関連分野
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を行う設備が整っており、隣接する順天堂医院では臨床が
しっかりしており臨床試験や、治験も活発に行われています。
また、コンピュータ解析も非常に重要な工程ですが、学内に
最新の大型コンピュータ機器が揃っており、連携もスムーズ
です。研究室の大学院生にも、一連の遺伝子検査やその後の
解析、細胞の培養実験やレスキュー実験などに参加しても
らっています」

これまで岡﨑先生の研究チームは10を超えるミトコンド
リア病の原因遺伝子を世界で初めて同定。これらの研究成果
をもとに、新薬の治験が始まっています。
一般的に、新薬の開発には膨大なコストがかかります。そ

のため、患者さんの絶対数が少なく、新薬をつくっても開発コ
ストの回収が見込めない難病の薬は、製薬会社などによる治
験がなかなか行われない傾向があります。そんな場合に行わ
れるのが、医師主導型の治験。順天堂医院でも新薬の開発を
目指した医師主導型治験が進められています。
「それもこれも困っておられる患者さんのため。私たち医
師は患者さんと直接顔を合わせ、病気の深刻さやご家族の苦
悩に触れています。そんな姿を目にすると、“１日も早く治療
に結びつく研究がしたい！”と自然に考えるようになります」
また、病気が生み出す偏見を研究成果が払拭することも。

10を超える原因遺伝子を世界で初めて発見
一人ひとりの患者さんに沿った治療法を提案したい

ミトコンドリアDNAは母親から子供へ遺伝（母系遺伝）するこ
とが広く知られており、生まれた子供がミトコンドリア病と判
明したとたん、大変残念なことに母親が一方的に責められる
ケースも存在します。ところが研究を進めてみると、ミトコン
ドリア内で働くたんぱく質のほとんどが細胞核でつくられて
いることが判明。ミトコンドリア病の原因はミトコンドリア
DNAだけでなく核DNAにも由来する、つまり母親だけでな
く父親の遺伝子も関与することが証明され、父母の両方の遺
伝子が病気に関わることがわかるようになってきました。
「難病の裏にはいろいろなストーリーがあるのです。ミトコ
ンドリア病の原因は1,500程度あると言われています。最先
端のゲノム情報を使って病態を解明し、患者さん一人ひとり
の発症原因を丁寧に切り分けて、“この遺伝子異常にはこの
治療を”と提案していくことが私たちの使命です」

岡﨑 康司 教授

若い間は何事にも興味と疑問を持つことが大切です。ただ暗記するの
ではなく、「どうしてそうなるのか？」をつねに考え、理解できるまで勉強
すること。医療の世界には疾患ごとのガイドラインが設けられています
が、単にガイドラインを暗記するのではなく、「このガイドラインは本当
に正しいのか？」と疑問を持つぐらいの探究心が必要です。むしろ、「ガ
イドラインを変えるぐらいの臨床研究がしたい！」と考える方をお待ちし
ています。

Message暗記ではなく、つねに
「なぜか？」を考える。

1986年、岡山大学医学部卒業。大阪大学大学院医学研究科博士課程修了後、理化学研究所へ。2003年、埼玉医科大学
教授。2008年、同大学ゲノム医学研究センター所長。2016年、理化学研究所ライフサイエンス技術基盤研究センター　
ゲノムネットワーク解析支援施設長兼任。2017年、順天堂大学大学院医学研究科教授。同大学難病の診断と治療研究セ
ンター長。2019年、理化学研究所応用ゲノム解析技術研究チーム　チームリーダー兼任。

▲ �新築されたばかりの研究棟の共通解析室で、岡﨑先生の研究チームが実験を進行中。

▲ �遺伝子変異を起こした細胞に正常な遺伝子を挿入したと
ころ、それまでつくられていなかった重要なたんぱく質が
正常につくられるようになった。

▲ �ミトコンドリアは全身の細胞の中にあり、その内部にミトコ
ンドリアDNAを持っている。ただし、ミトコンドリア病の原
因遺伝子はむしろ核遺伝子の方に多く存在する。

ミトコンドリアDNA
（mtDNA）

環状二重らせん
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国内で発症する骨肉腫（骨に発生するがん）の患者数は、
年間200～300人。症例の少ない希少がんですが、小児及
び思春期から30代までのAYA(Adolescent�and�Young�
adult)世代、そして最近では高齢者の発症が多く報告されて
います。患者数が少ないため、なかなか治療法の研究が進ま
ず、昔は発症すると手や足を切断する治療が行われ、５年生存
率はわずか20％。今から30年前に抗がん剤が登場し、手術
と薬物療法を組み合わせることで５年生存率（初診時に転移
が認められない場合）は約70％まで上がりましたが、その後
の30年間というもの治療法に進歩が見られませんでした。
順天堂大学医学部整形外科学講座准教授の末原義之先

生が骨肉腫に関わり始めたきっかけは、自身も学生時代にス
ポーツに打ち込み、整形外科で骨や筋肉を治療の対象にする
機会が多かったため。研究だけでなく手術を執刀することも
多く、目の前で病に苦しむ患者さんのために新しい治療法を
開発したい、という思いが研究の原動力でした。

がんは遺伝子の変異などが原因で発症する疾患です。その
ため最近では、一人ひとりの患者さんの遺伝子情報に基づい

若い世代に発症し、手や足の切断に至る骨肉腫
「30年間治療法の進歩がない」という現実

骨肉腫の検体を遺伝子パネル検査で精査
約40％の患者に治療可能な遺伝子変異を発見

て治療を行う「がんゲノム医療」が盛んになりつつあります。
ここでポイントとなるのが、３～４年前から米国で広まりつ

つあるがん治療法選択の新しい考え方「バスケット・スタディ」
です。近年、がんゲノム医療が進むにつれ、遺伝子異常を標的
にした薬剤が数多く開発されてきました。その結果、例えば肺
がんなら肺がんの薬に、胃がんなら胃がんの薬に遺伝子の変
異を抑えるものが数多く登場しています。ところが骨肉腫の
場合、前述したとおり30年間新しい薬が全く開発されていま
せん。それならば、がんの種類にこだわらず、個々の患者さん
の遺伝子変異を整理して、似た変異に対応する薬を骨肉腫の
患者さんにも投与すればよいのではないか――末原先生は
そう考えました。

「ところが、骨肉腫は遺伝子変異が少ないがんなのです。
そのため２～３年前には、遺伝子変異を標的にする治療は難
しいという報告もありました。しかし、私たちは患者さんを助
けなければなりません。他のがんに比べたら、遺伝子変異を
見つけるのは難しいかもしれませんが、正しい検体・正しい検
査方法・正しい解析を進めれば、必ず骨肉腫にも治療法が見
つかるはず。そう考えて、米国へ２度目の留学をし、懸命に研
究を進めました」
がんゲノム医療を進めるためには、多数の遺伝子を一気に

調べる「がん遺伝子パネル検査」が必要です。留学先である
米国Memorial� Sloan�Kettering�Cancer� Center�

順位 機関種別名 機関名 新規採択累計数
1 国立大学 東京大学 53.0
2 国立大学 大阪大学 50.0
3 私立大学 慶應義塾大学 47.0
4 国立大学 京都大学 42.0

5 私立大学 順天堂大学 34.0
6 公立大学 京都府立医科大学 31.0
7 公立大学 名古屋市立大学 30.0
8 国立大学 東北大学 29.0
9 国立大学 東京医科歯科大学 28.0
10 国立大学 名古屋大学 26.0

30年度

小児・AYA世代に多く
発症する骨肉腫

治療法が30年間
進歩しない現状

がんゲノム医療による
新規治療法を発見

基盤研究
(B)

がんクリニカルシークエンス解析に基づいた
「骨軟部腫瘍分子標的」の作用機序解明

医学部 整形外科学教室　末原 義之 准教授

順天堂大学 P44
大学情報

大 区 分：I 生体機能および感覚に関する外科学および
その関連分野 整形外科学関連

■�生体機能および感覚に関する外科学および
その関連分野

▲ ��「バスケット・スタディ」の概念図。患者さん一人ひとりの遺伝子変異を調
べ、がんの種類に関係なく、遺伝子変異から治療法を考えるもの。

(MSKCCのHPより)

37研究力が高い大学 2019

（MSKがんセンター）には「MSK-IMPACT」というがん関連
遺伝子の検査ができる機器があり、これを使って末原先生は
骨肉腫の患者さんの71の手術検体を解析。468個のがん関
連遺伝子の遺伝子変化を調べました。すると、がん関連遺伝
子PDGFRA、KIT、KDRやVEGFAの遺伝子増幅、CDK4、
MDM2の遺伝子増幅などを検知することができました。
「実はがん遺伝子は、１つの遺伝子に原因があれば、他の
遺伝子はがん発症にあまり関与しないといわれています。こ
うした遺伝子同士の関係性をひもといていくと、これらが骨
肉腫の原因になり得る遺伝子だとわかりました」
この解析の結果、治療可能な遺伝子変異を約21％同定。

さらにマウス実験や細胞実験を重ね、他のがんの薬が約
40％の患者さんに有効な可能性が示されました。
「同じ頃、海外では遺伝子増幅とは関係なく、骨肉腫の患
者さんに他のがんの治療薬（末原先生が発見している遺伝子
変化を阻害する）を投与する治験が行われていました。その
結果、やはり約40％の患者さんに効果が現れ、私たちの解析
結果とぴったり一致したのです。私が研究で見い出したがん
関連遺伝子には、それぞれを標的とする複数の治療薬が存在
します。今後はいくつかの問題点をクリアにし、臨床試験も経
て、新たな治療法を確立したいと考えています」

「今後は基礎研究と臨床の両輪で研究を進めていく」と力
強く語る末原先生ですが、その研究体制を支えているのは順
天堂大学の恵まれた環境だといいます。
「順天堂は学内全体の風通しがよく、各診療科の協力体制
もスムーズ。だからチャレンジングな研究が進めやすいので

がんゲノム医療で起きる奇跡は全体の５％
１人でも多くの命を救うために研究を推進

す。例えば、前述のMSK-IMPACT検査は、私が１度目の米国
留学で日本へ持ち帰ったものです。当時はどんな検査機器な
のか知られていませんでしたが、順天堂の関連分野の先生方
が私の話に耳を傾けてくださり、日本で初めて導入すること
ができました。チャレンジできる風土がよい研究を生み、科研
費をたくさん獲得して、さらに研究が進む。いい循環が生ま
れていると感じます」
最近では、軟部肉腫の治療法でも医学の進歩を示すエピ

ソードを耳にするようになりました。それは2016年、末原先
生が２度目の米国留学に発つ前のこと。腕に肉腫ができた６
歳の女の子が順天堂医院を訪れました。腕にはできる限り残
しておきたい血管や神経などがあるため、切除できる範囲で
切除手術を行ったのですが、その後再発。そこで末原先生は
MSK-IMPACT検査を使ってバスケット・スタディを実施し、
NTRKという融合遺伝子を日本で初めて発見しました。すで
に存在するNTRK融合遺伝子に効果のある抗がん剤が有効
だと留学先で教えられ、女の子に投与したところ、がんが完全
に消えたのです。
「その女の子は腕を切断せずにすみ、１年たった今も元気
です。このときはご本人やご家族からずいぶん感謝され、私
も医師・研究者としてのやりがいを感じました。こんな奇跡の
ような話は全体の５％程度ですが、がんゲノム医療では実際
に起きる可能性があります。わずか５％でも、患者さんが20
人いれば１人は救うことができる。そう考えると研究意欲が湧
きますし、１人でも多くの患者さんを救うためにも新たな治
療法の確立を目指しています」

末原 義之 准教授

世の中には、患者さんを直接診療する医師にしか思いつけない研究が
あります。実際に患者さんを目の前にすると、「どうしても助けたい！」と
いう気持ちが起きますし、同じ研究でも「患者さんの治療に役立つ研
究」という発想につながります。順天堂大学は医学部をはじめ、スポー
ツ・看護・医療系のさまざまな学部がある「健康総合大学」。患者さんと
接する機会が多く用意されていますので、「研究がしたい！」という気持
ちが高まるはずです。

Message患者さんの治療に
役立つ研究を！

2000年、順天堂大学医学部卒業。順天堂医院にて研修医。2002年、栃木県立がんセンター骨軟部腫瘍科。2004年、
国立がん研究センターにて研修。順天堂大学大学院入学。2007年、医学博士の学位取得。2006年、国立がん研究セン
ター中央病院整形外科にてがん専門修練医。2008年、順天堂大学医学部整形外科学講座助教。2010年、米国MSKが
んセンターへ１度目の留学。2014年より現職。2016年、MSKがんセンターへ２度目の留学を果たす。

▲ ��「MSK-IMPACT」を用いた高悪性骨肉腫のがん関連遺伝子の解析結果。遺伝子変
化の結果を色付きで示している。ここから治療の標的となるがん関連遺伝子を絞り込
んでいく。(Suehara�Y�et�al.�Clinical�Cancer�Research�2019)

▲ �新築されたばかりの研究棟にて。基礎研究と臨床現場が密接につながり合
うトランスレーショナルリサーチが進む。
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2030年、日本の高齢化率は31％を超え、加齢によりさ
まざまな病気を持つ人が増加することが予測されています。
一方、医療を支えるスタッフの数は患者さんの数ほど増え
ず、人的資源の不足や医療の質の低下が懸念されています。
この重大な問題を解決する方法のひとつに、ICT（情報通信
技術）の活用があります。順天堂大学大学院医療看護学研究
科研究科長の植木純先生は、早い時期から患者さんのセル
フマネジメント教育に関するICT化に着手。これまでにもタブ
レットPCを用いたCOPD（慢性閉塞性肺疾患）の患者さんへ
のセルフマネジメントアプリの開発で実績を挙げてきました。
「患者さんご自身が自分の病気を理解し、これ以上進行し
ないように予防したり、健康に過ごすため日常生活に気を配
るセルフマネジメントは非常に重要なもの。ところが残念なこ
とに、病院で教えてもらえる機会があまり多くないのが現状
です」
セルフマネジメントを進めるためのツールで、一般的によ

くあるのが病院などで見かけるポスターやパンフレット。これ
がセルフマネジメント支援ツールの「第１世代」です。イン
ターネットや動画などで学ぶのは「第２世代」。医療スタッフが
患者さんの健康状態や症状をオンラインでモニタリングした
り対応する、いわゆる遠隔診療が「第３世代」。そして現在、植

近未来の医療の課題に取り組む
セルフマネジメント支援ツール

木先生が開発を進めているのは、医療スタッフの代わりにア
プリ自身が対応する「第４世代」です。
「インターネットや電話回線などを通じて医療スタッフが患
者さんを見守る第３世代ツールには個人情報を保護するた
めのセキュリティの高いサーバの使用料や人的資源の投入
が必要で、医療費増大に悩み、医療スタッフが不足する時代
には厳しくなる可能性があります。そこで私たちはアプリの
中だけで完結するオフラインの第４世代アプリの開発を目指
し、研究プロジェクトを立ち上げました」

今回の研究チームに参加するスタッフは10名以上。医療
側のメンバーは植木先生を中心に、大学院・学部の教員、専門
看護師、理学療法士など。他にアプリを制作する上で必要な
ソフトウェアエンジニア、イラストレーター、動画制作スタッ
フ、声優など、一人ひとりがその道のプロフェッショナルばか
り。入院日数が短い英国で使われるアプリには英国人の教授
（看護師）もチームに加わっています。週１回のWEB会議で
エンジニアと企画内容の打ち合わせや課題のすり合わせな
どを行います。
今回対象となる疾患は、気管支喘息、SSI（手術部位感

染）、慢性心不全の３つ。いずれも患者さんの病状に合わせて
初期設定することで、自分の病気への対処法や普段から使用
している薬剤や医療機器などについてピンポイントで知るこ
とができます。さらに、患者さんは「１日〇歩ウォーキングす
る」など自分なりの目標を設定。アプリに登場するメインキャ
ラクターが患者さんを誉めたり励ましたりしながら、日々サ
ポートする仕組みです。
「SSIアプリのメインキャラクターは英国人の女性看護師
ケイト。キャラクターの詳細を決めるまで４か月を要しまし
た。アプリではコンピュータの合成音声がよく使われますが、
私たちがこだわるのは「生身の人間の声」。一人暮らしのご高
齢者が、本物の声で“おはよう”とあいさつされるとうれしいと
話してくれます」
制作する上でもっとも苦労するのは、アルゴリズムの設定

です。ここでいうアルゴリズムとは、アプリに判断力を持たせ

医師や看護師がクリエーターと連携
医療スタッフの経験を反映させたアルゴリズムも

順位 機関種別名 機関名 新規採択累計数
1 国立大学 京都大学 27.0

2 私立大学 順天堂大学 26.0
3 国立大学 東京大学 24.0
4 国立大学 千葉大学 22.0
5 私立大学 国際医療福祉大学 20.0
6 国立大学 北海道大学 18.0
7 国立大学 長崎大学 17.0
7 私立大学 聖路加国際大学 17.0
9 国立大学 大阪大学 16.0
10 公立大学 和歌山県立医科大学 16.0

30年度

医療の現場でアプリが
求められる理由とは？

医療者が介入しない
第４世代アプリ

医療者なしでは実用化
できない理由とは？

基盤研究
(B)

革新的な双方向モバイルアプリケーション導入による
新規セルフケア支援システムの構築

医療看護学部 医療看護学研究科　植木 純 教授

順天堂大学 P44
大学情報

大 区 分：I 社会医学、看護学およびその関連分野 医療管理学および医療系社会学関連

■�社会医学、看護学およびその関連分野
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る心臓部です。例えば、手術後の患者さんの傷口が細菌感染
したとします。その場合、感染したことを評価、早期の受診を
うながします。日々の傷口の変化も写真で記録に残ります。こ
の様に医学的根拠をもとにアルゴリズムに組み込んでいきま
す。
「こうした医療アプリの創作には、実際に患者さんを診て
経験が豊富な医師や看護師が関わらないと、医療の場面で使
えないものができてしまいます。私たちも判断の過程を洗い
出し、何回も組み立て直してアルゴリズムの設計にはずいぶ
ん苦労しました」

植木先生の研究チームで取り組んでいるアプリは、アプリ
自身が状況を判断して対応する「ルールベース」とよばれる
人工知能（AI）。同じ「第４世代」には機械学習するAIもありま
すが、この分野では、思考パターンの評価や制限装置の開発
など、まだまだ課題が多く残されています。その点、ルール
ベースアプリは医療スタッフの経験を詳細に反映させ、そこ
に定めたルールの中で動くため、現時点での優位性は動きま
せん。双方向に対応する包括的な内容のルールベースアプリ
は世界でも例がなく、先端的な研究といえます。
「今後、小規模な医療施設や医療スタッフ数が限られる環
境では、こうしたアプリが医療チームの一員として何らかの役

今後ますます進む医療のICT化
アプリを通じて、医療の質の標準化に貢献したい

割を果たすようになるかもしれません。全国どこでも標準化
された医療を提供することがポイントで、地域によって医療
の質にバラツキがあってはなりません。その点、アプリの内容
は標準化されていますし、医療スタッフの勉強にもなるはず
です」
現在開発中のアプリは順天堂大学の附属病院などで臨床

試験を実施して実用化を目指しています。
「以前、COPDのアプリを制作したとき、アプリを使う患者
さん・使わない患者さんを無作為に選び、病院で臨床試験を
実施しました。すると、使用した患者さんでは、息切れやQOL
（生活の質）が改善するなど、人が対応するのと変わらない、
とても良い結果が得られたのです。臨床試験が終わった後、
病院に導入する時に使用を希望する患者さんが７割以上お
られました。アプリを使うこと自体が患者さんの自信につな
がっていました。今、高校生の皆さんが社会に出る頃には、医
療アプリの存在感はますます増しているはずです」

植木 純 教授

医療看護系の研究では、新たな評価法やケア方法の提案など、クリエ
イティブな能力が求めらます。アプリ制作も同じで、何もないところか
ら新たなものを生み出す喜び、先人が創ったものをよりよくする面白
さは、研究を続けるうえで大きなモチベーションとなります。ほかに、自
分にはない能力を持つスペシャリストとチームを組むのも楽しみのひと
つ。アプリが完成すれば社会に大きく貢献できることも魅力です。

Message世の中にないものを
生み出す研究の喜び

1983年、順天堂大学医学部卒業。1985年、順天堂大学医学部呼吸器内科学講座入局。1990年～1992年、ロンドン
大学王立医科大学院リサーチフェロー/インペリアル・カレッジ・ロンドン（現）ハマースミス病院呼吸器内科クリニカルアシ
スタント。2004年、順天堂大学医療看護学部教授。2007年、同大学院医療看護学研究科教授。2015年～2016年、同
学医療看護学部学部長。2017年より同大学院医療看護学研究科研究科長。

▲ �植木先生（左から3番目）と職種、専門分野、学部や大学院、国を超えて編成された研究チームのコア
メンバーたち

▲�「手術前の準備をすべて自宅で行って当日入院、入院期間
も短いイギリス対応の英語版SSIアプリ。大腸がん患者さ
んを支援するのはイギリス専門看護師のユニフォームを着
たケイト」将来、日本への導入も検討されている。

▲ �TVオンエア画像や声優がナレーションを収録するスタジ
オで監修しながら、動画制作やキャラクターのセリフ録音
などを行う。研究室の大学院生もアプリ作りに参加するこ
とができる。



40 研究力が高い大学 2019

アスリートの競技成績やキャリアと切っても切れない関係
にある「けが」。なかでも肉離れなどの筋損傷は、2016年リ
オデジャネイロ・オリンピック競技大会で起きた全スポーツ傷
害のうち約３割を占めており、近年増加しつつあります。肉離
れを予防するためにスポーツの現場でよく行われているの
が、ストレッチなどのウォーミングアップでしょう。しかしその
ウォーミングアップについて、約20年前から「実は肉離れの
予防にならない」という研究結果が海外で現れ始めました。
順天堂大学スポーツ健康科学部准教授の宮本直和先生はこ
の点に着目。「スポーツの現場で行われている現在のウォー
ミングアップ方法では、肉離れは防げない」と警鐘を鳴らして
います。
「実のところ、肉離れが起きる原因はわかっておらず、予防
策も確立されていません。肉離れは一度起きれば復帰まで１
～３か月程度のリハビリ期間が必要で、復帰後の再発率も約
20％と高いのが現状です。2001年以降、年間４％ずつ受
傷率が増加していますが、その理由も不明。スポーツの現場
では“筋肉が硬いから”、“事前のストレッチが足りないから”肉
離れが起きるとよく言われますが、必ずしもそうとは言い切れ
ません。要は原因の科学的根拠がないため、予防策もリハビ
リも上手くいっていないのだと、私は推測しています」

ウォーミングアップしても効果なし?!
原因や予防法がわからないスポーツ傷害・肉離れ

宮本先生は大学時代から筋肉の研究を続け、この数年も
ウォーミングアップで行うストレッチの効果検証や、筋肉の硬
さと肉離れの関連などについて科研費を受ける研究を重ね
てきました。
「肉離れは起きやすい筋肉があり、起こしやすい人がいま
す。なぜ特定の部位に起きやすいのか？　なぜ同じことをし
ても起こしやすい人と起こしにくい人がいるのか？　経験則
として筋肉が硬いと肉離れを起こしやすいと言われています
が、それは本当か？　最近の順天堂大学の研究では、筋肉の
硬さはストレッチなどの環境要因だけでなく遺伝的な理由が
あることもわかってきました。これらのことを踏まえて、肉離
れを起こしやすい体質を明らかにしていきたいと考えました」

宮本先生の研究を進める上で欠かせないのが、筋肉の硬
さの測定です。以前は指で筋肉を押して測る方法が主流でし
たが、これでは硬さを客観的な数値で表せません。さらに、ア
キレス腱やハムストリングなど、けがを起こしやすい筋肉は皮
膚上から押し込んだ方向ではない方向に伸び縮みをしてけ
がが発生するため、押し込み方向の硬さを測るのでは意味が
ありません。
一方近年、超音波を組織に当てて、その反響を画像化する

超音波（エコー）画像診断装置や、磁気と電波を組織に当て
て組織内部の情報を画像化するMRI（核磁気共鳴法）などを
利用することで、筋肉や腱などの伸びやすさ伸びにくさが測
定できるようになりました。
「エコーとMRIはどちらも医療機関ではおなじみの機器。
さらに筋肉の硬さを調べるため、超音波エラストグラフィとい
う肝硬変や乳がんの診断に使われる医療機器も導入しまし
た。いずれもスポーツ健康科学部に設置されています」
重点的に調べるのは、ハムストリングと総称される両脚の

後面の筋肉です。ハムストリングは３つの筋肉に分かれてお
り、その中でも大腿二頭筋が肉離れの好発部位。現場では
「大きな力がかかり、大腿二頭筋が引き伸ばされて肉離れが
起きる」と説明されていますが、「それだけでは大腿二頭筋に
起きやすい理由が説明できない」と宮本先生は考えていま

アスリートの筋肉を先進の医療機器で調査
ハムストリングの硬さから肉離れの原因に迫る

順位 機関種別名 機関名 新規採択累計数
1 国立大学 筑波大学 30.0
2 国立大学 東京大学 29.0

3 私立大学 順天堂大学 26.0
4 私立大学 早稲田大学 22.0
5 私立大学 新潟医療福祉大学 21.0
6 特殊法人・

独立行政法人等
独立行政法人日本スポーツ振興セ
ンター国立スポーツ科学センター 18.0

7 国立大学 京都大学 16.0
8 国立大学 徳島大学 15.0
9 国立大学 東北大学 14.0
10 国立大学 広島大学 13.0

30年度

年々増えている
スポーツの肉離れ

ストレッチでは
肉離れは防げない?!

筋肉の硬さの測定から
肉離れの原因に迫る

基盤研究
(B)

肉離れが好発する筋・部位・個人の特徴解明に基づく
効果的予防策構築のための基盤創出

スポーツ健康科学部　宮本 直和 准教授

順天堂大学 P44
大学情報

大 区 分：I スポーツ科学、体育、健康科学および
その関連分野 スポーツ科学関連

■�スポーツ科学、体育、健康科学および�
その関連分野
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す。
「現在、500人のアスリートのハムストリングの硬さを測定
し、データを解析しているところです。調査の対象となるアス
リートは、おもに本学部の学生。肉離れが多い種目は陸上や
サッカーで、種目を限定して調査を行いたい場合は、運動部
に調査協力を依頼します。私もスポーツ系の大学をいくつか
見てきましたが、順天堂大学ほど運動部のレベルが高く、本
格的なアスリートが揃っていて、大人数の学生が実験に協力
してくれる大学はほかにありません。スポーツの研究をする
には、とても恵まれた環境だと思います」

実は宮本先生自身もウィンドサーフィンで世界選手権出場
や国民体育大会の優勝経験があり、現役時代にはけがに苦し
む選手をたくさん見てきたといいます。それだけに科学的根
拠に基づいたスポーツ傷害予防法の開発は長年の夢。さらに
アスリート一人ひとりの筋肉の硬さや性別・年齢、トレーニン
グ状況、遺伝子の型などに基づいて、それぞれに合った肉離
れ予防法を構築することも視野に入れています。
肉離れの予防法が開発されれば、アスリートやスポーツ指

導者にとって大きな朗報です。もちろん、一般的なスポーツ
愛好者が肉離れを起こした場合も仕事や学業に長く支障を

アスリート一人ひとりの筋肉に合った
スポーツ傷害予防法の構築を目指す

きたすため、肉離れを防ぐウォーミングアップ方法が広く歓迎
されることは間違いありません。
「私自身も現役時代、競技に関係ない筋肉を一生懸命鍛え
ていたことがありました。同じようにアスリートの皆さんが時
代遅れのトレーニングや非効率なトレーニングをしていては、
パフォーマンスが上がりにくくなります。ですからアスリート
の方々は、“今、実践しているウォーミングアップやトレーニン
グは本当に有効なのか？”と疑問を持つことが大切です。とく
にスポーツは経験則が多い世界。コーチや先輩が勧める方法
も大切ですが、“本当にこれでいいのか？”、“なぜこの方法を
勧めるんだろう？”と考えることによって、トレーニング効果の
さらなる向上につながると思います。研究のアイデアも同じ。
疑問を持ち、自分で調べ、試した経験が将来必ず活きてきま
す」

宮本 直和 准教授

研究の成果が出るまでには非常に長い時間がかかり、場合によっては
期待したような結果が出ない「失敗」ばかりが続くこともあります。成果
を出すためには論理的思考力などの「頭脳」ももちろん必要ですが、
教員などのサポートでカバーすることができますし、研究活動を続ける
うちに自然に身につくものです。「頭脳」よりも必要なのは、むしろ「根
性」。物事にじっくりと泥臭く取り組み、「失敗」も楽しみながら続ける
「根性」を大切にしてください。

Message研究は「頭脳」より「根性」

2000年、京都大学総合人間学部卒業。2005年、同大学大学院人間・環境学研究科にて博士号取得。2005年、京都工
芸繊維大学研究員。2007年、早稲田大学スポーツ科学学術院助手。2010年、同研究院助教。2012年、同講師。2013
年、鹿屋体育大学准教授。2018年、順天堂大学スポーツ健康科学部准教授。現在に至る。ウィンドサーフィンで2002年
世界選手権出場。2003年に国民体育大会優勝。2005～６年、オリンピック強化指定選手。

▲ �バイオメカニクス実験室には動作解析機器も完備。アスリートの全身に数十個のマーカーを装着し、
複数台の赤外線カメラで動きを解析する。

▲ �超音波を利用しアスリートの筋肉の硬さや構造を測定。モ
ニター画面には硬い部分ほど赤く表示される。

▲ �一人ひとりが持つ個別要因が筋肉や腱に与える影響に着
目し、受傷リスクを減らし、パフォーマンスを向上させるた
めの方法確立を目指す。
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学習院大学

青山学院大学

■法学部：法学科／政治学科　■経済学部：経済学科／経営学科　■文学部：哲学科／史学科／日本語日本文学科／英語英米文化学科／
ドイツ語圏文化学科／フランス語圏文化学科／心理学科／教育学科　■理学部：物理学科／化学科／数学科／生命科学科　
■国際社会科学部：国際社会科学科

【青山キャンパス】■文学部 / 英米文学科、フランス文学科、日本文学科、史学科、比較芸術学科　■教育人間科部 / 教育学科、心理学科　■経済学
部 / 経済学科、現代経済デザイン学科　■法学部 / 法学科　■経営学部 / 経営学科、マーケティング学科　■国際政治経済学部 / 国際政治学科、国際
経済学科、国際コミュニケーション学科　■総合文化政策学部 / 総合文化政策学科

【相模原キャンバス】■理工学部 / 物理・数理学科、化学・生命科学科、電気電子工学科、機械創造工学科、経営システムエ学科、　情報テクノロジー
学科　■社会情報学部 / 社会情報学科　■地球社会共生学部 / 地球社会共生学科　■コニュニティ人間科学部 / コミュニティ人間科学科

山手線の目白駅から徒歩30秒という抜群のロケーション、緑豊かな
空間に最新施設と歴史建築が共存する美しいキャンパスで、5学部
の１年生から４年生、大学院生・法科大学院生を含めすべての学生が
学び、研究を行っています。
個人を尊重する大らかな気風のもと、文理両分野にわたる広域な
基礎教育と多彩な専門教育を提供。教員は研究者としても活発な
研究活動をしており、その研究力の高さは、2018年に発表された
Nature Index2018で日本の大学の中で1位とされました。大学生
活の最後には、その分野でトップクラスの活躍をする教員と、研究と
いう共通の目的をもった仲間として接することになります。
歴史と伝統が培ったキャンパスの雰囲気の中、中規模総合大学なら
ではの少人数制教育と学生支援体制、充実した教育研究環境を備
えています。

青山学院大学は、米国のキリスト教メソジスト派の宣教師によって、
その礎が築かれ、2019年に学院創立145周年、大学開校70周年を
迎えます。
人文・社会科学系７学部は、国際色豊かな渋谷・表参道エリアの「青
山キャンパス」、理工学部、社会情報学部、地球社会共生学部、コミュ
ニティ人間科学部は、国内外トップレベルの研究施設・設備が整う

「相模原キャンパス」で４年間学びます。
各学部の充実したカリキュラムや教育研究活動・課外活動などによ
り、豊かなキャンパスライフを提供しています。
特に理工学部の研究力は高く、2018年３月の「Nature Index 
2018Japan」では、自然科学分野の論文のうちハイレベルな学術
誌に掲載された割合の高い大学ランキングで第５位になっていま
す。

歴史あるキャンパスの中で行われているトップクラスの研究

知をつむぎ、世界をむすび、未来をつくる。～知と技とネットワークによって、創造的人材を育成します。～

東京23特別区人事委員会、りそなホールディングス、三菱UFJ銀行、みずほフィナンシャルグループ、三井住友銀行、全日本空輸、アクセンチュア、
NTTコミュニケーションズ、NTTデータ、NTT東日本、セイコーエプソン、第一生命情報システム、大成建設、中外製薬、東京ガス、日本IBM、日本航
空、日本通運、日本電気、東日本旅客鉄道、日立製作所、富士ゼロックス、本田技研、三菱総研DCS、三菱電機 ほか

主な就職先

エヌ・ティ・ティ・データ、キャノン、パナソニック、SCSK、ホンダ、富士通、日立製作所、NECソリューションイノベータ、三菱電機、日本総合研究所、伊
藤忠商事、JTBグループ、楽天、日本生命保険、全日本空輸、日本郵便、プリンスホテル、日本航空、野村證券、松竹、住友商事、みずほフィナンシャル
グループ ほか

主な就職先

お問い合わせ先
〒 171-8588 東京都豊島区目白 1-5-1
学習院大学学長室広報センター TEL：03-5992-1008

お問い合わせ先
〒 150-8366 東京都渋谷区渋谷 4-4-25
入学広報部 TEL：03-3409-0135

大
学
情
報
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駒澤大学
■仏教学部：禅学科／仏教学科　■文学部：国文学科／英米文学科／地理学科（地域文化研究専攻・地域環境研究専攻）／歴史学科（日本史学専攻・
外国史学専攻・考古学専攻）／社会学科（社会学専攻・社会福祉学専攻）／心理学科　■経済学部：経済学科／商学科／現代応用経済学科　■法学部：
法律学科（フレックスＡ・フレックス B）／政治学科　■経営学部：経営学科／市場戦略学科　■医療健康科学部：診療放射線技術科学科　■グロー
バル・メディア・スタディーズ学部：グローバル・メディア学科

全学生が同じキャンパスで学ぶ、知的刺激に満ちた総合大学

日本郵便、日本通運、東日本旅客鉄道（JR東日本）、法務省、第一生命保険、全日本空輸、楽天、日本航空、野村證券、内外地図、カネボウ化粧品、静岡銀行、東京国税局、
小学館集英社プロダクション、アシックスジャパン、みずほフィナンシャルグループ、サッポロビール、星野リゾートグループ、東京急行電鉄、富士通、横浜銀行、良品計
画、リゾートトラスト、TOTO、ローソン、セコム、積水ハウス、日本旅行、KDDI、帝国データバンク、オリエンタルランド、ファンケル、三菱UFJモルガン・スタンレー証券、東
京大学医学部附属病院、国立がん研究センター 東病院、東京ガス、JTB、博報堂プロダクツ、エイベックス・マネジメント、警視庁、国家公務員、地方公務員、教員 ほか

主な就職先

お問い合わせ先
〒 154-8525 東京都世田谷区駒沢 1-23-1
入学センター TEL：03-3418-9048

大
学
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2018年4月完成
開校130周年記念棟

「種月館」

渋谷駅から、電車で7分。閑静な住宅地が広がる世田谷の一角に、全7学部

17学科、大学院を合わせて約15,000人が学ぶキャンパスがあります。開

校は、約130年前の1882年。前身である「学林」から数えれば、420年以上

に及ぶ歴史と伝統があります。全学部・学科がひとつのキャンパスにあり、

学部の垣根を超えた交流と教育システムを展開しています。2018年4月に

は、新校舎（開校130周年記念棟「種月館（しゅげつかん）」）が完成。多機能・

最先端の施設や学生食堂などが整備され、新しい環境がスタートしました。

また、自然エネルギーを積極的に活用することで、災害時の防災拠点として

の機能も期待されています。禅の心、仏教の教えが源流にある駒澤大学で

は、私立大学研究ブランディング事業の一環として『禅と心』研究の学際的

国際的拠点づくりとブランド化事業を進めています。禅を中心とした学部横

断的な連携による新しい研究領域を開拓し、禅による学生のアイデンティ

ティーの形成や禅の教育・企業経営への応用など、禅の教えを根底に据え

た研究と教育を大学のブランドとして定着させることを目指します。

金沢工業大学
■工学部：機械工学科／航空システム工学科／ロボティクス学科／電気電子工学科／情報工学科／環境土木工学科　■情報フロンティア学部：メディ
ア情報学科／経営情報学科／心理科学科　■建築学部：建築学科　■バイオ・化学部：応用化学科／応用バイオ学科

多彩なアイデアの社会実装を可能にする高度な教育環境

IHI、アイシン精機、NTTドコモ、NTTコミュニケーションズ、大林組、鹿島建設、川崎重工業、熊谷組、小松製作所、清水建設、スズキ、SUBARU、積
水ハウス、大成建設、ダイハツ工業、大和ハウス工業、竹中工務店、TDK、東海旅客鉄道、日本曹達、日本電産、日立造船、日野自動車、ミネベアミツ
ミ、メルカリ、富士通、北陸銀行、本田技研工業、三菱自動車工業、ヤマハ、LIXIL ほか

主な就職先

お問い合わせ先
〒 921-8501 石川県野々市市扇が丘 7-1
入試センター TEL：076-248-0365

アイデアをプロトタイプとして具体化し、実験、検証、評価を重ね、
さらには社会の中に組み込むことで新たな発見を創出できる社会
実装型の教育研究が金沢工業大学の特徴です。『夢考房』は扇が
丘キャンパスに位置する学生用工房。金属・樹脂の3Dプリンタを
はじめとして、アイデアを形にするための場所・道具・材料・知識が
揃った空間です。『Challenge Lab』はマサチューセッツ工科大学の
Media Labをヒントに生まれた研究スペース。社会性のある研究課
題に研究室の枠を越えて取り組むクラスター研究室、AI技術による
課題解決をめざすAIラボなど、先進的かつ横断的な研究が日々進
行しています。そのほか、14の研究所が集まった研究キャンパス『や
つかほリサーチキャンパス』や最先端技術を駆使した横断的研究が
行われる実証実験キャンパス『白山麓キャンパス』など、アイデアを
形にして社会で検証する豊かな研究環境が整えられています。
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順天堂大学 お問い合わせ先
https://www.juntendo.ac.jp/contact.html

（お問い合わせは各学部にてお受けしております）

■医学部：医学科　■スポーツ健康科学部：スポーツ科学科／スポーツマネジメント学科／健康学科　■医療看護学部：看護学科　■保健看護学部：
看護学科　■国際教養学部：国際教養学科　■保健医療学部：理学療法学科／診療放射線学科

順天堂は、1838（天保９）年に学祖・佐藤泰然が江戸・薬研堀（現在の
東日本橋）に開設したオランダ医学塾「和田塾」に端を発し、今につ
ながる日本最古の医学教育機関です。2018年には創立180年を迎
えました。医学部・スポーツ健康科学部・医療看護学部・保健看護学
部・国際教養学部に加え、2019年４月には、世界をリードする理学療
法士と診療放射線技師の育成を目指して、保健医療学部を開設。６
学部、大学院３研究科、医学部附属６病院を有する健康総合大学・大
学院大学へと発展を遂げています。

「不断前進」の理念のもと、学是「仁」を大切にしながら、安全で高度
な医療を実践していくとともに、教育・研究・診療を通じた国際レベ
ルでの社会貢献と人材育成を進めています。

今につながる日本最古の医学教育機関

【医学部、医療看護学部、保健看護学部】順天堂大学医学部附属病院、主要医療機関 ほか　【スポーツ健康科学部】大成建設、三井住友銀行、ANA
エアポートサービス、JTB、グラクソ・スミスクライン、三菱UFJモルガンスタンレー証券、インテック、東京急行電鉄、フジテレビジョン、日本ホテル、
電通、テルモ ほか　【国際教養学部】アマダホールディングス、エーザイ、小野薬品工業、テルモ、TOTO、ヤマハ発動機、日本アイ・ビー・エム・サー
ビス、清水建設、全日本空輸、日本通運、パーソルテンプスタッフ、ヒルトン・グランド・バケーションズ ほか（平成30年度実績）

主な就職先

大
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神奈川工科大学
■工学部：機械工学科（航空宇宙学専攻含む）／電気電子情報工学科／応用化学科　■創造工学部：自動車システム開発工学科／ロボット・メカトロ
ニクス学科／ホームエレクトロニクス開発学科　■応用バイオ科学科科学部：応用バイオ科学科　■情報学部：情報工学科／情報ネットワーク・コミュ
ニケーション学科／情報メディア学科　■健康医療科学部※：看護学科（看護師・保健師養成課程）／管理栄養学科（管理栄養士養成課程）／臨床工
学科（臨床工学技士養成課程）

本学の教育の大きな特徴は、さまざまな能力の育成に、特に力
を入れ実践していることです。具体的には、PBL（Project-Based 
Learning）教育を早くから取り入れ、社会で活躍する上で必要とな
る能力をより効果的に身につけることができる「ユニットプログラ
ム」を実施。従来の1科目の時間の2～4倍を充てています。また、開
学以来重視している卒業研究によって、身につけてきた能力に磨き
をかけることで、「このように考えるとができるようになった」、ある
いは「このように対応することができるようになった」と皆さんが実
感できることでしょう。本学は、学生が社会で活躍する人材に成長し
ていくことを目指します。

力と自信がつく教育で「考え、行動する人材」を育成します

厚木市立病院、アルファシステムズ、エームサービス、越後製菓、NSD、海老名総合病院、関電工、東芝キヤリア、北里大学病院、紀文食品、アマダホールディング
ス、相模鉄道、ＪＶＣケンウッド、第一屋製パン、東芝プラント、KOA、東プレ、日産自動車、ＪＲ東日本、弘前大学医学部附属病院、富士ソフト、富士通、IMAGICA、わ
かもと製薬 ほか （2019年3月卒業生）

主な就職先

お問い合わせ先
〒 243-0292 神奈川県厚木市下荻野 1030
企画入学課 TEL：046-291-3000

※工学部臨床工学科、応用バイオ科学部栄養生命科学科、看護学部看護学科は、健康医療科学部のもとに再編する計画です。
栄養生命科学科は管理栄養学科に名称を変更する計画です。
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お問い合わせ先
〒 158-8557 東京都世田谷区玉堤 1-28-1
入試センター TEL：03-5707-0104（代表）

※ 1  2020 年 4 月、名称変更
※ 2  2020 年 4 月、新設

東京都市大学（旧 武蔵工業大学）
■理工学部※ 1：機械工学科／機械システム工学科／電気電子通信工学科／医用工学科／エネルギー化学科／原子力安全工学科／自然科学科※ 2　■建築
都市デザイン学部※ 2：建築学科、都市工学科　■情報工学部※ 1：情報科学科／知能情報工学科　■環境学部：環境創生学科／環境経営システム学科　
■メディア情報学部：社会メディア学科／情報システム学科　■都市生活学部：都市生活学科　■人間科学部：児童学科

1929年、「学びたい」という一心のもとに学生たち自らが中心と
なって本学の前身である武蔵高等工科学校が創られました。”公正・
自由・自治”という建学の精神は、長い年月を経てもなお、力強く継
承されています。2009年には、東横学園女子短期大学と統合し、大
学名を「東京都市大学」と改称。2020年４月には、社会の根幹を支え
る理工学をはじめ、建築都市デザイン、情報、都市環境、幼児教育の
各分野にわたる、７学部17学科を備える大学として進化します。東
京都市大学は、これからも専門的実践教育の伝統を生かし、都市に
学びながら、都市の抱える問題を克服できる人材を世に送り出すこ
とで、人類の未来に貢献し、存在感を示す有数の私大を目指します。

武蔵工業大学の伝統と研究力を受け継ぐ専門的実践教育―「未知の世界で生きる力を」

横浜市役所、東京都庁、東急電鉄、JR東海、JR東日本、本田技研工業、トヨタ自動車、スズキ、SUBARU、マツダ、日産自動車、三菱重工業、三菱電機、
シャープ、日立製作所、パナソニック、富士通、ソニー、NTTデータ、ヤフー、楽天、ソフトバンク、乃村工藝社、日本郵便、東京電力ホールディングス、積
水ハウス、大成建設、清水建設、鹿島建設、東急建設、首都高速道路、SCSK、NSD、キヤノン、東京都市大学大学院、東京大学大学院、京都大学大学院、
東京工業大学大学院、首都大学東京大学院、早稲田大学大学院、慶應義塾大学大学院 ほか（2018年度実績）

主な就職先

福岡工業大学
■工学部：電子情報工学科／生命環境化学科／知能機械工学科／電気工学科　■情報工学部：情報工学科／情報通信工学科／情報システム工学科／ 
システムマネジメント学科　■社会環境学部：社会環境学科（文系）　■大学院：工学研究科／社会環境学研究科

福岡工業大学は、学生一人ひとりが目標を持ち、確実に力をつけ、
社会に羽ばたいていけるように、常に教育内容・方法の見直し、改
善を図り、ソフト・ハードの両面からしっかりサポートしています。た
とえば、教育面においては、変化の激しい時代に対応できる主体性
を育むためのアクティブラーニングを全体の80％以上の授業で実
施。また、正課内外で、社会のニーズや仕事の厳しさを体験し、実践
的に学ぶことができるインターンシップ、企業・地域が抱える課題の
解決にあたる学修にも力を入れています。
このような取り組みの結果、2018年度卒業生の就職率は99.8％、
実就職率も95.1％となっており、例年、全国の大学の中でもトップク
ラスの就職実績を誇っています。

「就職の福工大」で情報・環境・モノづくりを学ぼう！

旭化成、伊藤忠テクノソリューションズ、NECフィールディング、NECネッツエスアイ、荏原製作所、関電工、九州電力、九州旅客鉄道（JR九州）、九電工、京セラ、協和エク
シオ、きんでん、ぐるなび、ケーヒン、コカ・コーラボトラーズジャパン、コロプラ、資生堂、新日鐵住金八幡製作所、西部ガス、西部電気工業、セブン-イレブン・ジャパン、ゼ
ンリン、大王製紙、中電工、鶴見製作所、東芝、東芝プラントシステム、西日本シティ銀行、西日本旅客鉄道（JR西日本）、久光製薬、富士ソフト、富士通、富士通ゼネラル、富
士電機、福岡銀行、本田技研工業、三井ハイテック、ミライト、LIXIL、理研計器、リックス、リンテック、ロイヤルホールディングス、ローソン ほか

主な就職先

お問い合わせ先
〒 811-0295 福岡県福岡市東区和白東 3-30-1
広報課 TEL：092-606-0607
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日本大学 お問い合わせ先
〒 102-8275 東京都千代田区九段南 4-8-24
学務部入学課 TEL：03-5275-8001

■法学部：法律学科／政治経済学科／新聞学科／経営法学科／公共政策学科　■文理学部：哲学科／史学科／国文学科／中国語中国文化学科／英文学科／ドイツ文学科／社会学科／社会福
祉学科／教育学科／体育学科／心理学科／地理学科／地球科学科／数学科／情報科学科／物理学科／生命科学科／化学科　■経済学部：経済学科／産業経営学科／金融公共経済学科　■商
学部：商業学科／経営学科／会計学科　■芸術学部：写真学科／映画学科／美術学科／音楽学科／文芸学科／演劇学科／放送学科／デザイン学科　■国際関係学部：国際総合政策学科／国
際教養学科　■危機管理学部：危機管理学科　■スポーツ科学部：競技スポーツ学科　■理工学部：土木工学科／交通システム工学科／建築学科／海洋建築工学科／まちづくり工学科／機
械工学科／精密機械工学科／航空宇宙工学科／電気工学科／電子工学科／応用情報工学科／物質応用化学科／物理学科／数学科　■生産工学部：機械工学科／電気電子工学科／土木工学科
／建築工学科／応用分子化学科／マネジメント工学科／数理情報工学科／環境安全工学科／創生デザイン学科　■工学部：土木工学科／建築学科／機械工学科／電気電子工学科／生命応用
化学科／情報工学科　■医学部：医学科　■歯学部：歯学科　■松戸歯学部：歯学科　■生物資源科学部：生命農学科／生命化学科／獣医学科／動物資源科学科／食品ビジネス学科／森林
資源科学科／海洋生物資源科学科／生物環境工学科／食品生命学科／国際地域開発学科／応用生物科学科／くらしの生物学科　■薬学部：薬学科　■通信教育部　■短期大学部

日本大学は総合大学として、人文科学・社会科学・自然科学の幅広
い学問領域を網羅する16学部87学科を設置し、学生はそれぞれの
興味や将来の目標に合わせて専門分野を学ぶことができます。専
門科目の授業の多くが少人数形式で行われますが、その授業をより
豊かで実りあるものにするため、学生が主体的に参加し、双方向型
の対話を通して学んでいくことを重視しています。それが将来、社
会の一員として自らの役割や使命を果たし、社会に貢献していく上
で欠かせない力につながると考えているからです。また、日本大学
では「日本大学教育憲章」を制定し、育成していく人間像を具体的指
標として明示しました。この教育憲章をもとに、本学の教育理念であ
る「自主創造」を構成する「自ら学ぶ」、「自ら考える」、「自ら道をひら
く」能力を身につけ、「日本大学マインド」を有する学生を育成してい
きます。

「日本大学マインド」を有する人材を育成する

大和ハウス工業、大成建設、伊藤園、山崎製パン、凸版印刷、資生堂、日本電気、三菱電機、スズキ、本田技研工業、オリンパス、キヤノン、東京瓦斯、東京電力ホー
ルディングス、TBSテレビ、日本放送協会、エイチ・アイ・エス、JTB、日本航空、全日本空輸、東日本旅客鉄道、日本郵便、みずほフィナンシャルグループ、三菱UFJ
銀行、野村證券、第一生命ホールディングス、積水ハウス、楽天、博報堂プロダクツ、教員、公務員 ほか

主な就職先

大
学
情
報
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